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社団
法人

５
月
に
開
催
さ
れ
る
平
成　

年
度
第
１

２１

回
総
会
の
案
内
に
添
え
て
改
訂
素
案
を

示
し
、
会
員
各
位
か
ら
ご
意
見
を
聞
く

こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
あ
と
総
会
は
、
定
款
の
定
め
に

し
た
が
っ
て
会
長
を
議
長
と
し
て
審
議

に
入
っ
た
。

　

平
成　

年
度
の
事
業
計
画
（
案
）
は
、

２１

昨
年
の　

月
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
る
公

１２

益
法
人
制
度
改
革
を
ふ
ま
え
、
前
年
度

に
引
き
続
い
て
【
公
益
目
的
事
業
】
を

前
面
に
出
し
た
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

新
規
事
業
と
し
て
特
に
《
登
山
に
関
す

る
文
化
・
学
術
の
振
興
事
業
》
に
お
け

る
「
山
の
日
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
推
進
、

《
事
故
防
止
事
業
》
に
お
け
る
「
冬
山
天

気
予
報
」
の
拡
充
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
全
国　

支
部
に

２８

お
け
る
多
彩
な
活
動
計
画
が
目
を
引
き
、

な
か
で
も
《
山
岳
環
境
保
全
事
業
》
の

多
様
化
、
活
性
化
が
著
し
い
。
今
後
は
、

支
部
化
が
望
ま
れ
て
い
る
首
都
圏
に
お

け
る
事
業
の
推
進
が
期
待
さ
れ
る
。

　

一
方
、
会
員
の
た
め
の
事
業
・
サ
ー

ビ
ス
で
あ
る
【
共
益
事
業
】
も
き
わ
め

て
重
要
で
あ
り
、
恒
例
の
「
年
次
晩
餐

会
」「
全
国
支
部
懇
談
会
」
の
ほ
か
年
間

を
通
じ
て
の
山
行
、
集
会
、
講
演
会
な

ど
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
会
員

サ
ー
ビ
ス
水
準
を
維
持
、
向
上
さ
せ
な

が
ら
、
い
か
に
し
て
公
益
法
人
改
革
に

対
応
し
て
い
く
か
が
今
後
の
課
題
と
い

え
よ
う
。

　

平
成　

年
度
収
支
予
算（
案
）は
、
や

２１

や
緩
や
か
に
な
っ
た
と
は
い
え
会
員
数

の
減
少
が
見
ら
れ
る
昨
今
の
状
況
を
考

慮
し
つ
つ
、
よ
り
安
定
し
た
財
務
運
営

を
図
る
た
め
、
昨
年
同
様
「
基
礎
的
収

支
の
均
衡
」
を
基
本
と
し
て
編
成
さ
れ

（
３
�
に
続
く
）

　

年
度
事
業
計
画
（
案
）
と
収
支
予
算

２１（
案
）
の
審
議
が
行
な
わ
れ
、
両
案
と

も
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

総
会
は
定
足
数
の
確
認
の
あ
と
宮
下

秀
樹
会
長
が
挨
拶
し
、
公
益
法
人
制
度

改
革
に
当
た
っ
て
の
対
応
、
こ
れ
に
伴

う
定
款
改
定
の
作
業
な
ど
、
本
会
が
早

急
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
懸

案
の
進
捗
状
況
を
説
明
し
た
。
さ
ら
に

宮
下
会
長
は
「
山
の
日
」
制
定
に
向
け

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や「
冬
山
天
気
予
報
」

の
拡
充
な
ど
、
本
会
が
登
山
界
を
主
導

す
る
立
場
で
推
進
し
て
ゆ
く
新
規
事
業

に
つ
い
て
の
展
望
を
述
べ
た
。

　

こ
の
う
ち
定
款
改
定
に
つ
い
て
は
、

平
成　

年
度
第
２
回
通
常
総
会
開
催

２０
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�日本山岳会事務（含図書室）取扱時間
　月・火・木  ････････････ 10～20時
　水・金  ････････････････ 13～20時
　第２、第４土曜日  ･･････････ 閉室
　第1、第3、第5土曜日  ･･･ 10～18時

　

平
成　

年
度
の
第
２
回
総
会
が
３
月

２０

　

日
、
東
京
・
四
谷
の
プ
ラ
ザ
エ
フ
で

１４出
席
者
１
０
４
名
、
委
任
状
出
席
者
２

８
０
７
名
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。
平
成

吉
永
英
明

総会であいさつする宮下会長
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（社）日本山岳会　平成２１年度事業計画（主な事業）
平成２１年４月１日～平成２２年３月３１日

１． 公益目的事業
（１）登山に関する文化・学術の振興事業
４月～１１月 ミニ水力発電装置運用（山研）
４月～１０月 藤島玄文庫分類整理・一般公開（越後）
５月 英文ジャーナル（Japanese Alpine News Vol.１０）の発行
６月６日～７日 ウェストン祭（上高地）（信濃）
９月 『山岳』１０４年（２００９年）の発行（山岳編集）
１０月 第１３回全国山岳博物館等連絡会議（資料映像）
１２月 第１１回秩父宮記念山岳賞
通年 会報『山』７６７号～７７８号の発行
　〃 アラスカ・マッキンリー峰気象観測（科学）
　〃 図書室の整備・研究（図書管理・図書）
　〃 登山資料・山岳絵画の整備（資料映像）
　〃 「山の日」プロジェクトの推進

（２）児童・青少年の育成事業
７月１９日 青少年体験登山大会（東九州）
７月下旬 第１０回自然児学校（北海道）
７月下旬 少年少女登山教室（青森）
８月８日～９日 白山親子登山（福井）
８月 子供登山教室（宮崎）
８月 福祉サポート登山（宮城）
夏 親子登山（北海道）
１０月 第１６回視覚障害者支援登山大会（東九州）
秋 親と子のふれあい登山教室（東海）
〃 知的障害児との登山（東海）
２月 イグルー作り（北海道）
年４回 家庭裁判所少年補導委託登山（宮崎）

（３）スポーツ及び登山に関する教育・啓蒙事業
５月 播隆祭・記念登山（高頭山）（富山）
５月３０日～３１日 白山開山泰澄祭（福井）
５月・９月 JAC会員と一緒に登ろう（山形）
５月～６月 講演会及び山岳映画会（千葉）
６月６日～７日 今西レリーフを守る会（京都）
６月１４日 第２回登山教室（熊本）
７月１１日 第５回山の博覧会（山梨）
７月２５日 第５２回高頭祭（越後）
７月 夏山登山の夕べ（栃木）
７月 海外登山報告会（海外）
９月下旬 藤木祭（関西）
１０月１７日～１８日 第５０回木暮祭（山梨）
１０月 初心者登山教室（静岡）
１１月 第２４回宮崎ウェストン祭（宮崎）
１１月 秋期講演会（栃木）
１月～１２月 近畿分水嶺踏査（関西）
２月 海外登山助成金の交付
２月 シンポジウム「登山を楽しくする科学」（科学）
通年 登山講座（中国新聞社）（広島）
　〃 NHK文化センター春期登山教室（東海）

（４）事故防止事業
７月 講演会　高齢者登山について（信濃）
１０月 講習会「山岳遭難救助の実際」（指導）
１２月１３日 積雪期登山のセルフレスキュー研修会（岩手）
１２月 救急救命講習会（京都）
１２月～１月 登山者のための天気予報
１２月～２月 雪崩研修（北海道）
１２月～３月 大山冬山パトロール（山陰）
１月～３月 雪崩・雪上技術講習会（実地）（指導）
冬 アイスクライミング研修会（東海）
未定 講演会「山での道迷い」（医療）
未定 講演会「高所登山における突然死を考える」（医療）

（５）山岳環境保全事業
４月～１１月 県民の森林づくり（岐阜）
４月～１０月 真富士山山道整備（静岡）
５月 自然観察会（千葉）
５月～９月 山岳レインジャー活動（山梨）
６月１４日 夜叉ヶ池を守るパトロール（福井）
６月２０日～２１日 自然保護全国集会（自然保護・秋田）

６月 太平山山開き清掃登山へリーダー派遣（秋田）
６月～９月 高山植物盗掘防止事業（北海道）
６月・９月 白神山地ブナ林再生事業（青森）
７月 登山道の整備（福島）
７月中旬 高山植物盗掘防止パトロール（青森）
７月中旬 高山植物植生調査（継続事業）（山形）
９月５日 第８回山梨県富士山清掃活動（山梨）
９月上旬 自然観察会（茨城）
９月 富士山清掃（静岡）
１０月中旬 九重山系標識等の設置・補修、木道点検・修理（東九州）
１１月 講演会　自然保護（千葉）
１０月３１日～１１月１日 森の勉強会（京都）
３月 英彦山の清掃登山（北九州）
４月・５月・８月 白山山系現況調査事業（石川）
通年 高尾の森づくり（自然保護）
　〃 森林保全巡視活動（北九州）
　〃 大山頂上の保護事業（山陰）
　〃 猿投の森での調査活動（東海）

（６）国際交流事業
８月 日中韓学生交流登山（学生）
９月 第５回日韓交流山行（東九州）
２月 国際交流登山・ハイキング（海外）

（７）その他目的を達成するための事業
山岳遭難の予防と対策に関する関係団体との協議
国内関係団体（日本山岳協会、東京都山岳連盟、日本ネパール協会、
日本ヒマラヤ協会、日本勤労者山岳連盟、日本ヒマラヤン・アドベン
チャー・トラスト、日本山岳文化学会）との連携
海外登山団体との情報交換及び機関誌の交換等
国内博物館・美術館との提携
「上高地山岳研究所」の運用
登山記録等の保存・整備

２． 共益事業（会員のための事業）
（１）登山、集会、施設の運用等
４月・１０月 講演会　語り継ぐ日本山岳会の歴史（資料映像）
５月４日～１０日 剱岳春山合宿（京都）
５月 雲取山・大菩薩嶺と三条の湯山行（集会）
５月 学生部所属大学山岳部新入部員歓迎会（学生）
６月６日～７日 新入会員のための徳本峠越えとウェストン祭（山研）
６月 第１８回山を語る（図書）
７月 クライミング集会（学生）
８月１２日 上高地山研集会（石川）
夏 支部設立５０周年記念山行（秋田）
９月 第１２回古道を歩く（図書）
９月 富士山（吉田口）山行（集会）
９月 ５支部合同懇親山行（立山）（富山）
１０月 第２５回全国支部懇談会（リステル猪苗代）（福島）
１０月 新入会員オリエンテーション（総務）
１１月 第３８回山岳史懇談会（図書）
１１月 学生部所属大学山岳部マラソン大会（学生）
１２月５日 平成２１年度年次晩餐会（総務）
１２月６日 晩餐会記念山行（集会）
１月 海外（ミャンマー・ビクトリア山）登山（集会）
２月６日～７日 合同懇談会と山行（茨城）
２月 アイスクライミング集会（学生）
３月 第２７回図書交換会（図書）
３月 八ヶ岳（赤岳鉱泉ベース）山行（集会）
通年 インターネットホームページの運営（インターネット）
隔月発行 機関紙「木の目草の芽」の刊行（自然保護）

（２）海外登山等
第１０次インドヒマラヤ登山隊（東海）
学生部ネパールヒマラヤ登山隊（学生）

（３）会議等
通常総会の開催（５月２３日・平成２２年３月）
理事会の開催（１１回）
常務理事会の開催（１１回）
支部長会議（５月・９月・１２月）
支部事務局担当者会議の開催（２月）
評議員会の開催（随時）
同好会・同期会連絡会議（６月）
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備考増　減前年度予算額平成２１年度予算額科　目
Ⅰ　事業活動収支の部
　１．事業活動収入
　　　　基本財産運用収入

５,０００１０,０００１５,０００　　　　基本財産利息収入
　　　会費・入会金収入

０２,２００,０００２,２００,０００　　　　入会金収入
－１,７００,０００６１,０００,０００５９,３００,０００　　　　通常会費収入
－３００,０００５００,０００２００,０００　　　　終身会費収入
－２,０００,０００６３,７００,０００６１,７００,０００会費・入会金収入計

　　　事業収入
７００,０００１,６００,０００２,３００,０００　　　　広告料収入

０００　　　　印税収入
－１００,０００３００,０００２００,０００　　　　刊行物売上収入
－５００,０００２,５００,０００２,０００,０００　　　　山研使用料収入

０２,０００,０００２,０００,０００　　　　その他事業収入
１００,０００６,４００,０００６,５００,０００事業収入計

　　　補助金等収入
０１,５００,０００１,５００,０００　　　　補助金収入

　　　寄付金収入
０００　　　　寄付金収入

　　　雑収入
２０,０００３００,０００３２０,０００　　　　受取利息
１００,０００１,２００,０００１,３００,０００　　　　雑収入
１２０,０００１,５００,０００１,６２０,０００雑収入計
－１,７７５,０００７３,１１０,０００７１,３３５,０００事業活動収入計

平成２１年度収支予算書
平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日まで

備考増　減前年度予算額平成２１年度予算額科　目
Ⅱ　投資活動収支の部
　１．投資活動収入

０００　　　　投資活動収入計
　２．投資活動支出

０００　　　　投資活動支出計
０００投資活動収支差額

Ⅲ　財務活動収支の部
　１．財務活動収入

０００　　　　財務活動収入計
　２．財務活動支出

０００　　　　財務活動支出計
０００財務活動収支差額

５００,０００１,５００,０００２,０００,０００Ⅳ　予備費支出
－２,０４８,０００１００,０００－１,９４８,０００　　　　当期収支差額
１００,０００７,０６５,２８３７,１６５,２８３　　　　繰越収支差額
－１,９４８,０００７,１６５,２８３５,２１７,２８３　　　　次期繰越収支差額

備考増　減前年度予算額平成２１年度予算額科　目
　２．事業活動支出
　　　事業費

－２５０,０００１１,１５０,０００１０,９００,０００　　　　出版事業費
１００,０００２００,０００３００,０００　　　　図書管理事業費
－１,１００,０００２,８００,０００１,７００,０００　　　　調査研究事業費
－６０,０００４９０,０００４３０,０００　　　　指導研究事業費
１,０００,０００１０,０００,０００１１,０００,０００　　　　支部事業費

０１５０,０００１５０,０００　　　　海外事業費
２４０,０００１,５８０,０００１,８２０,０００　　　　山岳研究所事業費
５１０,０００２,５６０,０００３,０７０,０００　　　　山岳研究所管理費

０１５０,０００１５０,０００　　　　ミニ水力発電運営費
０１,５００,０００１,５００,０００　　　　海外登山補助費

－３００,０００９,３００,０００９,０００,０００　　　　その他事業費
０５００,０００５００,０００　　　　印刷・製本費
０４,２００,０００４,２００,０００　　　　刊行物発送費

１４０,０００４４,５８０,０００４４,７２０,０００事業費計
　　　管理費

０１２,０００,０００１２,０００,０００　　　　給料手当
０１００,０００１００,０００　　　　文具消耗品費
０１,２５０,０００１,２５０,０００　　　　印刷製本費

２００,０００５００,０００７００,０００　　　　旅費交通費
－１５０,０００８００,０００６５０,０００　　　　通信運搬費
３,０００１８０,０００１８３,０００　　　　火災保険料

－４０,０００１００,０００６０,０００　　　　修繕費
－７０,０００６５０,０００５８０,０００　　　　租税公課
－３０,０００６５０,０００６２０,０００　　　　光熱水道料
－２０,０００３２０,０００３００,０００　　　　電話料
５０,０００５０,０００１００,０００　　　　会議費
２００,０００１００,０００３００,０００　　　　什器備品費
－１５０,０００８００,０００６５０,０００　　　　振替手数料
－４００,０００２,０００,０００１,６００,０００　　　　福利厚生費　　
２６０,０００１,２４０,０００１,５００,０００　　　　事務所管理費

０１,８００,０００１,８００,０００　　　　その他管理費
－２０,０００５０,０００３０,０００　　　　負担金

０３,２４０,０００３,２４０,０００　　　　賃借料
０６００,０００６００,０００　　　　雑費

－１６７,０００２６,４３０,０００２６,２６３,０００管理費計
　　　特定預金支出

０００　　　　長期計画積立金支出
０００　　　　秩父宮記念賞基金支出
０００　　　　海外登山基金支出

－３００,０００５００,０００２００,０００　　　　終身会費積立金支出
１００,００００１００,０００　　　　退職給与引当預金支出
－２００,０００５００,０００３００,０００特定預金支出計
－２２７,０００７１,５１０,０００７１,２８３,０００　　　　  事業活動支出計
－１,５４８,０００１,６００,０００５２,０００事業活動収支差額

て
い
る
。　

年
度
も
一
層
の
経
費
節
減

２１

を
目
指
す
観
点
か
ら
、
若
干
と
は
い
え

管
理
費
を
前
年
度
に
比
べ
て
減
額
計
上

と
し
、
事
業
費
を
増
額
し
た
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
新
規
事
業
と
し
て
の
「
山

の
日
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
推
進
、「
冬
山

天
気
予
報
」
の
拡
充
に
対
応
す
る
と
と

も
に
、
来
年
度
は
中
国
側
が
担
当
す
る

「
日
・
中
・
韓
３
国
学
生
交
流
登
山
」
な

ど
の
若
年
層
に
対
す
る
助
成
も
計
上
、

ま
た
支
部
に
対
す
る　

年
度
の
助
成
も
、

２１

い
っ
そ
う
の
活
性
化
を
期
待
し
て
、　
２０

年
度
と
同
様
水
準
の
支
部
事
業
費
を
計

上
し
て
い
る
。

　

宮
崎
、
吉
永
両
常
務
理
事
の
説
明
に

関
連
し
て
、
二
、
三
の
質
問
、
要
望
が

あ
っ
た
が
、
事
業
計
画
、
予
算
案
は
全

会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

熱
心
な
審
議
を
終
了
し
た
あ
と
は
懇

親
会
に
移
り
、
和
や
か
な
話
し
合
い
の

ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。

　

平
成　

年
度
は
本
会
創
立
か
ら
１
０

２１

４
年
目
の
年
で
あ
る
。
会
員
の
高
齢
化
、

会
員
の
減
少
傾
向
と
い
う
課
題
に
取
り

組
み
な
が
ら
も
、
新
規
事
業
を
積
極
的

に
掲
げ
、
先
人
た
ち
が
目
指
し
た
登
山

界
の
主
導
的
な
役
割
を
果
た
す
飛
躍
の

年
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
会
員
諸
兄

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
引
き
続
き
お
願

い
し
た
い
。
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こ
の
た
び
は
日
本
山
岳
会
東
海
支
部

冬
季
ロ
ー
ツ
ェ
南
壁
登
山
隊
に
、
栄
え

あ
る
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

１
９
９
９
年
の
偵
察
か
ら
始
ま
り
、

強
風
に
追
い
返
さ
れ
た
２
０
０
１
年
の

試
み
、
あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ
で
断
念
し

た　

年
の
挑
戦
、
そ
し
て
３
度
目
の
正

０３
直
と
な
る　

年
、
つ
い
に
ロ
ー
ツ
ェ
南

０６

壁
の
冬
季
初
完
登
に
成
功
し
、
７
年
越

し
の
夢
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
は
一
つ
の
目
標
に
こ
だ

わ
り
続
け
た
執
念
を
評
価
し
て
下
さ
っ

た
と
聞
き
、
あ
り
が
た
い
こ
と
と
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
こ
の
間
毎
回
、

日
本
山
岳
会
の
海
外
登
山
基
金
の
助
成

を
は
じ
め
、
日
本
山
岳
会
の
皆
さ
ま
に

は
物
心
と
も
に
多
大
な
ご
援
助
を
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ロ
ー
ツ
ェ
南
壁
は
メ
ス
ナ
ー
や
ク
ク

チ
カ
、
プ
ロ
フ
ィ
と
い
っ
た
世
界
の
強

豪
が
挑
ん
で
は
敗
れ
た
、
非
常
に
困
難

な
岩
壁
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
こ
の
壁
に

挑
ん
だ
登
山
隊
は　

隊
を
超
え
ま
す
が
、

２０

成
功
し
た
の
は
１
９
９
０
年
秋
の
旧
ソ

連
隊
の
み
で
す
。
同
年
春
に
は
チ
ェ
セ

ン
が
単
独
ア
ル
パ
イ
ン
ス
タ
イ
ル
で
成

功
し
た
と
発
表
さ
れ
、
話
題
に
な
り
ま

し
た
が
、
そ
の
後
疑
惑
の
登
頂
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
標
高
８
５
０
０
�
以
上
の
ヒ

マ
ラ
ヤ
超
高
峰
の
冬
季
登
山
は
、
風
、

寒
さ
、
低
酸
素
、
落
石
な
ど
挑
戦
者
を

悩
ま
す
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
困
難
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
冬
季
に
ロ
ー
ツ
ェ
南
壁
を

め
ざ
し
た
７
年
間
は
、
今
思
え
ば
か
け

が
え
の
な
い
充
実
し
た
時
間
だ
っ
た
と

い
え
る
の
で
す
が
、
時
に
は
弱
気
に
な

を
遣
っ
て
お
ら
れ
た
の
が
印
象
的
で
し

た
。
私
に
と
っ
て
は
生
涯
に
得
が
た
い

体
験
で
し
た
が
、
殿
下
に
と
っ
て
も
良

い
気
分
転
換
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
は
こ
れ

ま
で
研
究
論
文
な
ど
の
文
化
的
な
業
績

が
多
く
受
賞
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今

回
久
々
に
登
山
行
為
を
表
彰
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
後
そ
の
流
れ
が
続
く

の
で
あ
れ
ば
、
世
界
の
評
価
基
準
に
合

わ
せ
て
、
ぜ
ひ
ア
ル
パ
イ
ン
ス
タ
イ
ル

の
登
山
を
表
彰
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
昨
年
の
平
出
和
也
ら
の
カ

メ
ッ
ト
南
東
壁
や
天
野
和
明
ら
に
よ
る

カ
ラ
ン
カ
北
壁
、
馬
目
弘
仁
ら
の
テ
ン

カ
ン
ボ
チ
ェ
北
壁
、
ま
た
成
功
は
な
ら

な
か
っ
た
も
の
の
横
山
勝
丘
ら
の
カ
ン

テ
ガ
北
壁
は
、
世
界
に
誇
る
一
級
の
登

攀
で
す
。
こ
う
い
う
登
山
を
表
彰
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
の

価
値
は
さ
ら
に
高
ま
る
こ
と
に
な
り
ま

す
し
、
彼
ら
の
今
後
の
活
躍
の
励
み
に

も
な
り
ま
す
。

　

私
と
し
て
は
極
地
法
を
駆
使
し
た
大

登
山
隊
は
今
回
の
ロ
ー
ツ
ェ
が
最
後
に

な
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
時
に
ス
タ
イ
ル
に
こ
だ
わ
り
つ

つ
も
背
伸
び
を
せ
ず
、
私
な
り
の
ヒ
マ

ラ
ヤ
登
山
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。「
は
た
し
て
こ

の
壁
は
登
れ
る
の
か
」「
今
度
こ
そ
死
亡

事
故
が
起
こ
る
の
で
は
な
い
か
」、は
た

ま
た
「
冬
に
こ
の
壁
を
登
れ
る
な
ん
て

考
え
る
や
つ
は
、
常
識
は
ず
れ
か
天
才

か
だ
」
な
ど
と
自
問
自
答
す
る
毎
日
で

し
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
続
け
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
尾
上
昇
総
隊
長

は
じ
め
、
隊
員
た
ち
の
助
け
と
、
東
海

支
部
員
・
支
部
友
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
っ

た
か
ら
で
し
た
。
あ
ら
た
め
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

登
山
の
経
過
に
つ
き
ま
し
て
は『
山
』

６
８
３
、
７
０
５
、
７
４
１
号
、『
山
岳
』

九
七
・
九
九
・
百
二
年
に
報
告
し
た
と

お
り
で
す
。
３
度
の
挑
戦
に
お
い
て
誰

一
人
死
ぬ
こ
と
な
く
、
指
一
本
失
う
こ

と
な
く
生
還
で
き
た
こ
と
は
本
当
に
幸

運
で
し
た
。
ロ
ー
ツ
ェ
の
女
神
は
私
達

に
特
別
に
優
し
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　

年　

月
６
日
の
秩
父
宮
記
念
山
岳

０８

１２

賞
受
賞
講
演
に
は
、
皇
太
子
殿
下
が
ご

出
席
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
引
き
続
き
開

催
さ
れ
た
年
次
晩
餐
会
で
は
皇
太
子
殿

下
の
隣
に
座
っ
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
話
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
殿
下
は
ヒ
マ

ラ
ヤ
に
興
味
津
々
で
、
私
の
話
を
熱
心

に
お
聞
き
に
な
り
な
が
ら
日
本
酒
を
召

し
上
が
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、

同
時
に
テ
ー
ブ
ル
の
方
々
に
非
常
に
気

ト
ピ
ッ
ク
ス

ロ
ー
ツ
ェ
南
壁
、秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
を
受
賞

田
辺　
治

年次晩餐会で言葉をかわす皇太子殿下と筆者（中央）
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ー
ル
は　

歳
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
で
高

６２

所
作
業
を
行
な
う
会
社
を
経
営
し
て
い

る
。

　

ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
数

は
約
１
３
０
０
人
で
横
ば
い
状
態
だ
が
、

高
齢
化
に
は
悩
ん
で
い
る
。
平
均
年
齢

は　

歳
台
半
ば
の
よ
う
だ
。

５０

　

２
月　

日
（
ロ
ン
ド
ン
）、
ト
ラ
ベ
ラ

１１

ー
ズ
ク
ラ
ブ
に
て
講
演
。
こ
の
ク
ラ
ブ

は
１
８
１
９
年
に
創
立
、
王
立
地
理
学

協
会
（
１
８
３
０
年
創
立
）
よ
り
古
い
。

建
物
の
内
部
は
重
厚
そ
の
も
の
で
、
２

０
０
年
前
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
と

思
う
ほ
ど
。　

階
段
の
手
す
り
一
つ
に

も
歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
優
雅
な
ホ

ー
ル
に　

名
ほ
ど
集
ま
っ
て
く
れ
た
。

５０

　

２
月　

〜　

日
（
ノ
ッ
チ
ン
ガ
ム
近

１３

１４

郊
メ
ル
ボ
ル
ン
）、ノ
ッ
チ
ン
ガ
ム
で
ミ

ッ
ク
・
フ
ァ
ウ
ラ
ー
氏
が
出
迎
え
て
く

れ
た
。
ミ
ッ
ク
の
本
業
は
税
務
官
、
年

に
１
回
だ
け　

日
の
休
暇
を
利
用
し
て

３０

海
外
の
山
の
登
攀
に
出
か
け
る
。

　

黄
金
の
ピ
ッ
ケ
ル
賞
を
受
賞
し
た
四

姑
娘
山
（
６
２
５
０
�
）
北
壁
の
胸
の

す
く
よ
う
な
初
登
攀
、
念
青
唐
古
拉
山

東
部
の
峻
峰
カ
ジ
ャ
チ
ョ
（
６
４
４
７

�
）、
マ
ナ
ム
チ
ョ
（
６
２
６
７
�
）
の

初
登
頂
は
、
私
の
情
報
提
供
が
き
っ
か

け
だ
っ
た
。

　

夕
食
に
は
近
く
に
住
む
副
会
長
で
あ

　

２
月
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
は
た
い
へ

ん
充
実
し
た
も
の
だ
っ
た
。
英
国
ア
ル

パ
イ
ン
ク
ラ
ブ
名
誉
会
員
の
認
証
と
講

演
が
主
な
目
的
だ
っ
た
が
、
ほ
か
に
４

回
の
講
演
を
行
な
っ
た
。
存
命
の
ア
ル

パ
イ
ン
ク
ラ
ブ
の
名
誉
会
員
は
私
を
入

れ
て　

名
で
あ
る
。
皇
太
子
殿
下
と
同

２８

じ
カ
レ
ッ
ジ
の
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
出
身

の
副
会
長
の
マ
ー
チ
ン
・
ス
コ
ッ
ト
氏

が
段
取
り
を
し
て
く
れ
た
。

　

滞
在
中
は
す
べ
て
友
人
登
山
家
の
家

に
お
世
話
に
な
り
、
心
か
ら
の
も
て
な

し
を
受
け
、
ク
ラ
ブ
仲
間
の
つ
き
あ
い

り
、ミ
ッ
ク
の
パ
ー
ト
ナ
ー
の
ク
リ
ス
・

ワ
ッ
ト
夫
妻
が
来
て
く
れ
た
。　

ミ
ッ

ク
は
今
年
の
９
月
は
パ
タ
ゴ
ニ
ア
へ
、

来
年
の
秋
に
は
東
南
チ
ベ
ッ
ト
の
未
踏

峰
ダ
ム
ヨ
ン
（
６
３
２
４
�
）
に
挑
む
。

　

２
月　

〜　

日
（
北
ウ
エ
ー
ル
ズ
）、

１４

１６

こ
こ
で
は
変
わ
り
者
の
登
山
家
、
ジ
ュ

リ
ア
ン
・
フ
リ
ー
マ
ン
・
ア
ト
ウ
ッ
ド

と
奥
さ
ん（
大
富
豪
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド

家
の
娘
）
に
会
う
の
が
楽
し
み
だ
っ
た
。

ジ
ュ
リ
ア
ン
の
活
動
範
囲
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
、

チ
ベ
ッ
ト
、
南
極
圏
と
広
い
。
自
前
の

ヨ
ッ
ト
を
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
お
い
て
あ

り
、
テ
ィ
ル
マ
ン
が
行
方
不
明
に
な
る

直
前
の
航
海
で
は
一
緒
に
ヨ
ッ
ト
で
出

か
け
て
い
る
。
現
在
は
イ
ン
ド
・
チ
ベ

ッ
ト
国
境
の
未
踏
峰
ツ
イ
・
カ
ン
リ（
イ

ン
ド
名
・
ネ
ギ
カ
ン
サ
ン
）
に
執
着
し

て
い
る
。
８
５
０
�
の
大
牧
場
を
経
営

し
て
お
り
、
広
い
谷
と
取
り
ま
く
尾
根

筋
ま
で
自
分
の
土
地
で
大
き
な
滝
も
あ

る
。
乗
馬
用
の
馬
３
頭
を
、
奥
さ
ん
と

娘
さ
ん
が
乗
り
ま
わ
し
て
い
る
。

　

近
く
に
住
む
英
国
き
っ
て
の
山
岳
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
リ
ン
ゼ
イ
・
グ
ル
フ

ィ
ン
氏
が
訪
ね
て
来
て
く
れ
た
。
リ
ン

ゼ
イ
は
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
ブ
の
役
員
、

エ
ベ
レ
ス
ト
基
金
の
助
成
案
件
審
査
委

員
長
を
務
め
て
い
る
 
（
４
月
号
に
つ
づ
く
）

の
楽
し
さ
、
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
し
た
。

特
に
ダ
グ
・
ス
コ
ッ
ト
夫
妻
が
気
を
遣

っ
て
よ
く
面
倒
を
み
て
く
れ
た
。ダ
グ
・

ス
コ
ッ
ト
宅
で
の
夕
食
パ
ー
テ
ィ
に
は
、

ク
リ
ス
・
ボ
ニ
ン
ト
ン
夫
妻
と
『
ア
ル

パ
イ
ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
編
集
長
の
ス

テ
ィ
ー
ブ
・
ゴ
ッ
ド
ウ
ィ
ン
氏
も
参
加

さ
れ
た
。

　

２
月　

日
（
ロ
ン
ド
ン
）、
ア
ル
パ
イ

１０

ン
ク
ラ
ブ
に
て
新
会
長
ポ
ー
ル
・
ブ
レ

イ
ス
ウ
エ
イ
ト
氏
か
ら
名
誉
会
員
の
認

証
書
授
与
の
の
ち
、「
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
東

―
―
チ
ベ
ッ
ト
の
ア
ル
プ
ス
と
神
秘
の

河
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

　

マ
ー
チ
ン
が
自
分
も
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

で
あ
っ
た
た
め
か
、
私
が
「
キ
セ
ル
登

山
家
」
で
あ
る
こ
と
を
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
て
紹
介
し
て
く
れ
、
ダ
グ
・
ス
コ
ッ

ト
が
上
手
に
締
め
く
く
っ
て
く
れ
た
。

当
日
は　

名
以
上
が
参
加
し
、
ア
ル
パ

８０

イ
ン
ク
ラ
ブ
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
稀
覯

本
の
展
示
会
も
催
さ
れ
た
。

　

重
鎮
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
バ
ン
ド
、
元
U

I
A
A
会
長
の
マ
ク
ノ
ー
ト
・
デ
ー
ビ

ス
夫
妻
も
顔
を
出
し
た
。
新
会
長
の
ポ

ト
ラ
ベ
ル

Ａ
Ｃ
名
誉
会
員
認
証
へ
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅（
そ
の
１
）

中
村　
保

２月１０日、認証書を手にあいさつする筆者（右）
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１
９
５
５
年
、
京
都
大
学
は
木
原
均

教
授
を
隊
長
と
す
る
「
京
都
大
学
カ
ラ

コ
ル
ム
・
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
学
術
探
検
隊
」

を
派
遣
し
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
、
イ
ラ
ン
な
ど
広
範
囲
に
学
術

調
査
を
行
な
っ
た
。
今
西
錦
司
を
支
隊

長
と
す
る
カ
ラ
コ
ル
ム
支
隊
は
バ
ル
ト

ロ
氷
河
を
遡
っ
て
コ
ン
コ
ル
デ
ィ
ア
に

達
し
た
。
そ
の
と
き
同
行
し
た
日
映
新

社
、
中
村
、
林
田
カ
メ
ラ
マ
ン
撮
影
に

よ
る
映
画
が
『
カ
ラ
コ
ル
ム
』
で
あ
る
。

　

そ
れ
か
ら
３
年
後
、
１
９
５
８
年
、

い
ろ
い
ろ
な
陣
痛
の
苦
し
み
を
経
て
、

京
都
大
学
学
士
山
岳
会
は
、
桑
原
武
夫

を
隊
長
と
す
る
登
山
隊
を
カ
ラ
コ
ル
ム

の
チ
ョ
ゴ
リ
ザ
（
７
６
５
４
�
）
に
派

遣
し
た
。
先
年
の
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
Ⅱ
峰

登
山
の
不
成
功
の
た
め
に
も
、
今
度
こ

そ
成
功
し
な
け
れ
ば
と
い
う
期
待
に
応

え
て
、
隊
は
初
登
頂
に
成
功
す
る
。
私

は
藤
平
正
夫
隊
員
と
と
も
に
、
こ
の
初

登
頂
者
と
な
る
栄
に
恵
ま
れ
た
。
そ
れ

だ
け
に
思
い
入
れ
も
深
い
。

　

そ
の
と
き
日
映
新
社
か
ら
派
遣
さ
れ

た
潮
田
カ
メ
ラ
マ
ン
撮
影
に
よ
る
映
画

は
『
花
嫁
の
峰
チ
ョ
ゴ
リ
ザ
』
と
し
て
、

１
９
５
９
年
、
半
世
紀
前
に
一
般
公
開

さ
れ
、『
カ
ラ
コ
ル
ム
』
と
同
様
文
部
省

特
選
と
な
り
、
多
く
の
市
民
を
は
じ
め

中
・
高
生
が
鑑
賞
し
た
。
映
画
は
前
年

に
遭
難
し
た
ヘ
ル
マ
ン
・
ブ
ー
ル
の
テ

ン
ト
発
見
の
シ
ー
ン
や
、
５
０
０
㍉
望

遠
レ
ン
ズ
で
登
頂
の
一
部
始
終
を
カ
メ

ラ
が
追
い
か
け
、
迫
力
あ
る
映
像
や
、

ま
た
画
面
に
流
れ
る
芥
川
也
寸
志
の
音

平
井
一
正

カ
ル
チ
ャ
ー

映
画『
カ
ラ
コ
ル
ム
』と

『
花
嫁
の
峰
チ
ョ
ゴ
リ
ザ
』を
一
般
上
映

ベースキャンプから望むチョゴリザ

ア
ジ
ア
研
究
、
考
古
学
研
究
の
成
果
を

は
じ
め
、
西
田
幾
太
郎
、
湯
川
秀
樹
氏

た
ち
の
足
跡
を
辿
る
ビ
デ
オ
な
ど　

番
１４

組
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ　

分
程
度
を
選

１０

ん
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
個
人
閲
覧
用

の
ブ
ー
ス
も
あ
る
。

　

開
館
時
間
は　

時
〜　

時
、
休
館
日

１０

１６

は
、
日
・
月
・
祝
日
・
京
大
創
立
記
念

日
（
６
月　

日
）
と
年
末
年
始
。
場
所

１８

は
、
川
端
通
り
荒
神
橋
東
詰
め
で
、
京

阪
電
車
「
神
宮
丸
太
町
駅
」
５
番
出
口

北
へ
徒
歩
５
分
、
ま
た
は
市
バ
ス
河
原

町
通
「
荒
神
口
」
下
車
東
へ
徒
歩
５
分
。

問
い
合
わ
せ
は
京
都
市
左
京
区
吉
田　

京
都
大
学
稲
森
財
団
記
念
館
（
�
０
７

５
―

７
５
３
―

７
７
４
１
）
へ
。

楽
が
特
に
印
象
に
残
る
。

　

こ
の
ほ
ど
こ
の
２
つ
の
映
画
の
放
映

権
を
京
都
大
学
が
買
い
取
り
、
昨
年
秋

に
創
設
さ
れ
た
、
京
都
大
学
研
究
資
源

ア
ー
カ
イ
ブ
の
映
像
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
。　

人
ほ
ど
入

２０

れ
る
部
屋
で
、
大
き
な
画
面
で
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
上
映
は『
カ
ラ
コ
ル
ム
』

が　

時　

分
、　

時　

分
、『
チ
ョ
ゴ
リ

１０

１５

１３

１０

ザ
』
が　

時　

分
、　

時　

分
（
毎
日

１１

４５

１４

３５

上
映
、
入
館
無
料
）
で
あ
る
。

　

映
像
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
新
設
の
京

都
大
学
稲
森
財
団
記
念
館
に
あ
る
。
な

お
こ
の
記
念
館
内
に
は
、
ほ
か
に
京
都

賞
受
賞
者
を
紹
介
す
る
部
屋
や
今
西
錦

司
氏
ら
に
よ
る
ア
フ
リ
カ
研
究
、
東
南

ト
ピ
ッ
ク
ス

韓
国
人
登
山
者
へ
登
山
マ
ナ
ー
の
呼
び
か
け

内
野
慎
一
・
か
お
り

　

上
高
地
の
山
研
で
働
く
よ
う
に
な
っ

て
、
韓
国
人
登
山
者
の
多
さ
に
驚
き
、

現
状
を
知
り
ま
し
た
。
個
人
で
来
る
人

は
韓
国
語
情
報
の
少
な
さ
に
苦
労
し
て

い
る
よ
う
で
、
上
高
地
や
山
で
泊
ま
れ

る
こ
と
を
知
ら
ず
に
来
た
人
に
も
会
い

ま
し
た
。
韓
国
の
登
山
ツ
ア
ー
客
の
な

情
報
発
信
の
き
っ
か
け

　

私
た
ち
は
韓
国
語
登
山
情
報
Ｈ
Ｐ

「
キ
ル
チ
ャ
ビ
」
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

キ
ル
チ
ャ
ビ
と
は
「
み
ち
し
る
べ
」
と

い
う
意
味
。
韓
国
留
学
経
験
が
あ
り
、

言
葉
や
文
化
が
分
か
る
か
お
り
と
、
Ｐ

Ｃ
担
当
の
慎
一
と
の
共
同
作
業
で
す
。
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た
い
か
」
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
を

ふ
ま
え
て
Ｈ
Ｐ
の
内
容
も
少
し
ず
つ
修

正
し
、
現
在
は
登
山
や
山
小
屋
で
の
マ

ナ
ー
、
交
通
、
よ
く
あ
る
質
問
な
ど
実

用
的
な
情
報
を
主
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
、
松
本
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
観
光
Ｈ
Ｐ
「
新
ま
つ
も
と
物

語
」
の
韓
国
語
ペ
ー
ジ
運
営
に
参
加
し

た
り
、
韓
国
の
山
岳
誌
『
Ｍ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｔ

Ａ
Ｉ
Ｎ
』
に
寄
稿
し
て
い
ま
す
。

苦
心
し
た
こ
と
や
今
後
の
取
り
組
み

　

情
報
を
た
だ
翻
訳
す
れ
ば
よ
い
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
「
雨
具
」

と
書
け
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
「
ゴ
ア
テ
ッ

ク
ス
製
の
上
下
セ
パ
レ
ー
ト
型
雨
具
」

を
思
い
浮
か
べ
ま
す
。
し
か
し
韓
国
で

は
ゴ
ア
テ
ッ
ク
ス
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
ポ

ン
チ
ョ
、
薄
い
ビ
ニ
ー
ル
カ
ッ
パ
を
も

登
山
で
使
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
３

０
０
０
�
級
の
縦
走
に
は
不
適
切
で
す

か
ら
、
雨
具
の
形
状
ま
で
書
き
添
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。「
お
花
畑
」

を
直
訳
し
た
韓
国
語
は
花
壇
の
意
味
。

「
ガ
レ
場
」
と
か
「
尾
根
」「
天
水
」
と

い
う
独
特
の
単
語
に
も
悩
み
ま
し
た
。

　

正
し
く
分
か
り
や
す
い
内
容
に
す
る

た
め
に
、
登
山
に
精
通
し
た
韓
国
人
を

探
し
出
し
、
そ
の
意
見
を
大
い
に
参
考

に
し
ま
し
た
。
お
か
げ
で
韓
国
内
の
検

か
に
は
経
験
や
装
備
が
不
十
分
な
ま
ま

大
キ
レ
ッ
ト
を
越
え
る
人
も
い
て
、「
日

本
人
に
は
当
た
り
前
の
こ
と
」
を
知
ら

ず
、
山
で
困
っ
た
り
、
危
険
な
目
に
遭

っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
キ
ャ
ン
プ
場
や
山
小
屋
か
ら

は
「
到
着
が
遅
い
」「
静
か
に
休
ん
で
い

る
人
が
い
て
も
大
き
な
声
で
話
す
」
と

い
っ
た
声
を
聞
き
ま
し
た
。
言
葉
の
問

題
だ
け
で
な
く
、
文
化
や
習
慣
、
登
山

ス
タ
イ
ル
の
違
い
な
ど
が
背
景
に
あ
る

と
気
づ
き
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
「
早
発
ち
早
着
き
」
が
原

則
で
す
が
、
韓
国
で
は
低
山
の
日
帰
り

登
山
が
一
般
的
で
、
遅
く
ま
で
行
動
す

る
こ
と
も
普
通
で
す
。
私
た
ち
が
韓
国

の
智
異
山
を
縦
走
中
、「
今
日
は
の
ん
び

り
」
と
昼
過
ぎ
に
山
小
屋
に
入
っ
た
ら

逆
に
驚
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
静
か
に
山
を
楽
し
み
た
い
日

本
人
が
多
い
な
か
、
仲
間
で
楽
し
く
飲

み
語
ら
う
韓
国
人
は
異
質
に
映
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
大
ら
か
で
明
る

い
気
質
の
彼
ら
に
は
よ
く
あ
る
光
景
で

す
。
私
た
ち
は「
韓
国
人
の
当
た
り
前
」

も
知
る
が
ゆ
え
に
同
情
す
る
部
分
も
あ

り
ま
す
。
彼
ら
が「
非
常
識
な
登
山
者
」

と
認
識
さ
れ
る
の
は
残
念
で
す
し
、
お

互
い
の
理
解
が
深
ま
れ
ば
摩
擦
は
も
っ

と
減
る
の
に
と
歯
が
ゆ
く
思
い
ま
し
た
。

韓
国
語
Ｈ
Ｐ
「
キ
ル
チ
ャ
ビ
」
発
信
へ

　

そ
こ
で
、
山
研
に
入
る
前
年
（　

年
）

０４

に
趣
味
で
始
め
て
い
た
韓
国
語
Ｈ
Ｐ
を

情
報
発
信
の
場
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

に
し
、
閉
所
後
の
冬
の
間
に
内
容
を
見

直
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
山
研
の
仕
事
の
合
間
に
、

周
辺
の
施
設
に
ハ
ン
グ
ル
の
張
り
紙
や

案
内
文
を
書
い
た
り
、
意
思
疎
通
の
助

け
に
な
る
よ
う
な
「
単
語
集
」
を
作
っ

て
山
小
屋
に
配
り
ま
し
た
。
ま
た
、
６

月
の
残
雪
、　

月
の
降
雪
な
ど
、
韓
国

１０

人
に
は
想
像
も
つ
か
な
い
日
本
の
山
の

気
候
や
、
登
山
道
状
況
を
韓
国
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
掲
示
板
に
投
稿
し
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
Ｈ
Ｐ
を
見
た
人
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
質
問
の
メ
ー
ル
が
届
く
よ
う

に
な
り
、「
韓
国
人
登
山
者
が
何
を
知
り

索
サ
イ
ト
で
も
上
位
に
出
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

手
探
り
で
始
め
た
さ
さ
や
か
な
活
動

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
回
、
会
報
に
掲

載
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
内
容
の
充

実
を
図
る
こ
と
に
加
え
、
エ
リ
ア
を
拡

げ
て
各
地
の
山
を
紹
介
し
、
日
韓
の
登

山
者
同
士
が
交
流
す
る
き
っ
か
け
に
な

る
情
報
を
発
信
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
何
か
情
報
が
あ
れ
ば
、
ご
連
絡
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

U
R
L　http://w

w
w３３
.ocn.ne.jp/̃

tam
ayatsu/

�
giljabi２００５

@
yahoo.co.jp

e

日本アルプスの夏山案内のページ
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会員の皆様のご意見、エッセイ、

俳句、短歌、詩などを掲載する

ページです。どしどしご投稿く

ださい。（紙面に限りがありま

すので、１点につき1000字程

度でお願いします） 

東西 
南北 

　

昨
年
の
夏
、
趣
味
の
エ
ン
タ
イ
ア

（『
山
』
第
７
５
７
号　

�
を
参
照
）
を

１０

整
理
中
、
ま
た
し
て
も
戦
前
の
古
い
山

岳
関
係
の
資
料
（
郵
便
物
）
が
見
つ
か

っ
た
。

　

宛
先
は
、
東
京
市
本
郷
区
根
津
須
賀

町
七
番
地
の
田
中
甫
史
子
様
と
あ
り
、

発
信
者
と
し
て
、
東
京
市
本
郷
区
丸
山

福
山
町
三
番
地
（
八
清
荘
内
）「
日
本
女

子
登
山
会
事
務
所
」
の
ス
タ
ン
プ
が
押

さ
れ
て
い
る
。

　

封
筒
の
中
に
は
、
昭
和　

年
８
月　

１６

２９

日
午
後
６
時
か
ら
、
有
楽
町
の
蠶
絲
会

館
講
堂
に
お
い
て
開
催
す
る
「
日
本
女

子
登
山
会
」
の
発
会
式
を
あ
げ
る
こ
と

を
目
的
に
、
講
演
者
に
は
日
本
山
岳
会

会
長
・
木
暮
理
太
郎
、
内
閣
情
報
局
情

報
官
・
井
上
司
郎
の
両
氏
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
軽
音
楽
や『
青
春
乱
舞
』

（
三
映
社
提
供
）の
映
画
試
写
な
ど
を
行

な
う
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
ハ
ガ
キ
状

戦
前
の「
日
本
女
子
登
山
会
」

佐
々
木
民
秀

の
招
待
券
が
１
枚
の
み
入
っ
て
い
た

（
写
真
）。

　

招
待
券
に
は
吉
岡
の
捺
印
が
あ
り
、

付
記
に
「
尚
當
日
は
こ
の
状
に
付
御
入

場
は
御
婦
人
御
一
人
だ
け
に
願
ひ
た
く

時
間
厳
守
致
し
ま
す
か
ら
な
る
べ
く
早

目
に
御
来
場
下
さ
い
ま
せ
」
と
あ
る
。

　

こ
の
「
日
本
女
子
登
山
会
」
と
は
、

一
体
ど
の
よ
う
な
方
々
に
よ
っ
て
結
成

さ
れ
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
も
の
な
の

か
。
遠
く
秋
田
の
私
に
は
な
じ
み
の
薄

い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
何
と
な
く
気
が

か
り
と
な
り
、
後
に
本
会
の
穴
田
雪
江

永
年
会
員
や
、
そ
の
道
の
識
者
に
調
べ

て
い
た
だ
い
た
が
手
が
か
り
は
な
い
ら

し
く
、
こ
こ
に
投
稿
し
た
次
第
で
あ
る
。

　

こ
の
「
日
本
女
子
登
山
会
」
の
結
成

当
時
は
、
太
平
洋
戦
争
勃
発
の
３
カ
月

ほ
ど
前
の
事
で
あ
り
、
当
時
、
国
策
と

し
て
国
民
の
健
康
増
進
を
目
的
と
し
た

登
山
会
が
全
国
的
に
奨
励
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
で
あ
っ
た
も

の
か
、
そ
れ
と
も
本
来
の
登
山
活
動
を

目
指
し
て
い
た
も
の
だ
っ
た
か
は
不
明

で
あ
る
が
、
結
成
後
ま
も
な
く
の
戦
争

突
入
で
自
然
消
滅
さ
れ
た
も
の
か
も
知

れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
発
会
の
準
備

が
な
さ
れ
て
い
た
事
は
事
実
で
あ
り
、

女
性
登
山
史
の
一
隅
に
加
筆
し
て
お
く

必
要
は
あ
る
も
の
と
思
う
。

　

日
本
の
最
初
の
手
帳
は
、明
治
７（
１

８
７
４
）
年
の
「
警
察
手
帳
」
と
「
軍

隊
手
帳
」
が
始
ま
り
で
あ
る
。
そ
の
後

各
種
の
手
帳
が
普
及
し
、
大
正
６
年
に

は
需
要
が
５
０
０
万
部
あ
っ
た
と
い
う
。

識
字
国
な
ら
で
は
の
広
ま
り
だ
。

　

日
本
山
岳
会
の
『
山
日
記
』
は
昭
和

５
（
１
９
３
０
）
年
に
第
１
号
が
発
行

さ
れ
て
い
る
が
、
巷
間
の
流
行
の
な
か

で
生
ま
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
昭
和

　

年
代
に
は
、
登
山
ブ
ー
ム
と
と
も
に

３０赤
い
表
紙
の
『
山
日
記
』
は
憧
れ
の
的

と
な
っ
た
。
当
時
の
『
山
日
記
』
は
、

日
記
欄
の
ほ
か
に
登
山
に
関
す
る
知
の

宝
庫
の
よ
う
な
記
載
が
あ
り
、
生
物
群

ま
で
加
え
た
ハ
ン
デ
イ
な
百
科
事
典
的

な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。『
山
日
記
』
に

は
説
明
の
栞
（
別
添
）
な
ど
も
あ
り
、

当
時
の
出
版
文
化
の
隆
盛
が
わ
か
る
。

　

浪
漫
的
な
要
素
は
あ
っ
た
も
の
の
、

手
帳
と
し
て
記
録
す
る
に
は
厚
す
ぎ
て

実
用
的
で
は
な
か
っ
た
し
、
後
の
編
集

者
に
は
、
大
き
な
負
担
と
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
。
最
後
の　

号
は
一
般
の
手

５３

帳
と
な
ん
ら
変
わ
り
な
く
、
日
本
山
岳

『
山
日
記
』
の
復
活
を秦　

和
寿
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赤い表紙が人気だった『山日記』

会
設
立
趣
意
書
が
載
っ
て
い
る
の
み
で

あ
る
。
つ
い
に
平
成
元
（
１
９
８
９
）

年
で
休
刊
と
な
っ
た
。
御
茶
の
水
の
茗

溪
堂
に
行
く
と
売
れ
な
い
こ
と
を
嘆
い

て
い
た
が
、
こ
の
内
容
で
は
山
岳
会
の

手
帳
を
購
入
す
る
意
味
が
な
い
と
思
っ

た
。

『
山
日
記
』
が
休
刊
と
な
っ
て
、
約　
２０

年
が
経
っ
た
。『
山
日
記
』
が
な
く
な
っ

て
か
ら
も
、
誰
も
が
、
山
行
の
途
中
で

記
録
や
メ
モ
を
記
入
し
て
い
る
こ
と
だ

ろ
う
。
そ
ろ
そ
ろ
『
山
日
記
』
を
復
活

し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
準
備
段

階
と
し
て
『
山
岳
会
メ
モ
帳
』
的
な
も

の
か
ら
始
め
る
の
が
よ
い
と
思
わ
れ
る

が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

は
じ
め
て
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
本

鈴
木
正
規

　

続
い
て
ベ
ヒ
ト
ー
ル
ト
の『
ナ
ン
ガ
・

パ
ル
バ
ッ
ト
の
ド
イ
ツ
隊
』（
１
９
３
４

年
）
も
私
は
逃
さ
な
か
っ
た
。
有
名
な

大
遭
難
の
織
り
込
ま
れ
た
登
山
記
で
、

感
動
の
深
い
本
で
あ
っ
た
。

　

エ
ベ
レ
ス
ト
、
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン

ガ
、
ナ
ン
ガ
・
パ
ル
バ
ッ
ト
、
こ
の
３

つ
の
遠
征
記
録
が
断
然
光
彩
を
放
っ
た
。

こ
れ
ら
の
本
を
持
っ
て
私
は
定
年
を
迎

え
た
。
ほ
か
の
山
の
本
は
手
放
し
て
も
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
本
だ
け
は
大
事
に
し
て
い

る
。

　

私
が
は
じ
め
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
本
を
入

手
し
た
の
は
、
エ
ル
ゾ
ー
グ
の
『
ア
ン

ナ
プ
ル
ナ　

最
初
の
８
０
０
０
メ
ー
ト

ル
』
で
あ
っ
た
。
当
時
の
週
刊
誌
『
週

刊
朝
日
』
を
購
読
し
て
い
た
が
、
そ
の

１
９
５
３
年
１
月
号
に
、
エ
ル
ゾ
ー
グ

の
談
話
が
載
っ
て
い
た
。
彼
の
脇
に
は

今
出
版
さ
れ
た
ば
か
り
の
『
ア
ン
ナ
プ

ル
ナ
』
が
置
い
て
あ
っ
た
。
彼
は
そ
れ

を
、
山
で
受
け
た
凍
傷
治
療
の
た
め
入

院
中
に
、
時
に
は
涙
を
流
し
な
が
ら
、

書
い
た
り
、
口
述
し
た
り
し
た
と
い
う
。

そ
の
談
話
は
非
常
に
感
動
的
で
あ
っ
た
。

　

私
は
す
ぐ
そ
の
本
を
丸
善
に
注
文
し

た
。
数
カ
月
後
、
本
が
き
た
。
紙
装
の

あ
ま
り
立
派
な
本
と
は
言
え
な
か
っ
た

が
、
私
は
数
日
間
、
何
も
か
も
放
っ
た

ら
か
し
に
し
て
、
字
引
と
首
っ
引
き
で

読
み
耽
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
ヒ
マ
ラ
ヤ

登
山
記
、
イ
ギ
リ
ス
隊
の
事
実
に
忠
実

で
地
味
な
記
録
や
、
ド
イ
ツ
隊
の
い
さ

さ
か
感
傷
的
、
観
念
的
な
報
告
に
比
べ

て
、
エ
ル
ゾ
ー
グ
の
文
章
は
実
に
躍
動

的
で
、
小
説
で
も
読
む
よ
う
な
面
白
さ

が
あ
っ
た
。
こ
の
本
は
そ
の
後
す
ぐ
に

日
本
で
も
翻
訳
さ
れ
て
、
多
数
の
読
者

を
得
た
の
も
当
然
で
あ
っ
た
。

　

話
は
変
わ
る
が
、
東
京
の
一
誠
堂
の

書
棚
で
は
じ
め
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
本
を
目

に
し
た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
エ
ベ
レ
ス

ト
登
山
の
記
録
で
あ
っ
た
。
厚
手
の
コ

ッ
ト
ン
紙
を
使
い
、
豊
富
に
写
真
の
入

っ
た
大
型
判
で
、
背
に
金
文
字
が
捺
し

て
あ
り
、
手
に
取
る
だ
け
で
手
が
震
え

る
よ
う
な
見
事
な
本
で
あ
っ
た
。

　

最
初
の
遠
征
隊
は
１
９
２
１
年
、
続

い
て
１
９
２
２
年
、
１
９
２
４
年
、
い

ず
れ
も
同
じ
体
裁
で
報
告
書
が
出
た
。

私
が
目
に
し
た
の
は
、
そ
の
う
ち
ど
れ

で
あ
っ
た
か
は
覚
え
て
い
な
い
。
当
時
、

貧
乏
生
活
の
私
に
は
高
嶺
の
花
で
あ
っ

た
か
ら
、
見
過
ご
す
ほ
か
な
か
っ
た
。

エ
べ
レ
ス
ト
報
告
書
は
、
そ
の
後
も
同

じ
型
で
、
１
９
３
３
年
、
１
９
３
６
年

の
も
の
も
出
た
。
そ
の
５
冊
を
自
分
の

本
箱
に
並
べ
て
悦
に
入
っ
た
の
は
、
そ

れ
か
ら
二
十
数
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
本
を
買
っ
た

の
は
、
バ
ウ
エ
ル
の
『
ヒ
マ
ラ
ヤ
へ
の

戦
い
』
で
、
そ
の
頃
は
私
も
会
社
勤
務

を
し
て
お
り
、
い
く
ら
か
懐
に
余
裕
が

で
き
た
。
こ
の
本
に
は
布
装
と
紙
装
と

が
あ
っ
た
が
、
私
は
安
い
方
を
求
め
た
。

本
の
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
の
写
真
は

私
を
夢
中
に
さ
せ
た
。
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活 

動 

報 

告 

日本山岳会の 
各委員会、同好会の 
活動報告です 

　

集
会
委
員
会
が
主
催
す
る
懇
親
山
行

の
一
つ
に
、
２
泊
３
日
で
催
さ
れ
る
ス

キ
ー
懇
親
会
が
あ
る
。
今
年
は
１
月　
１０

日
か
ら　

日
、
栂
池
高
原
ス
キ
ー
場
で
、

１２

ス
キ
ー
滑
走
の
ほ
か
、
新
し
い
試
み
と

し
て
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
・
ト
レ
ッ
ク
と
い

う
メ
ニ
ュ
ー
が
加
え
ら
れ
て
行
な
わ
れ

た
。

　

１
日
目
（
雪
）、
三
々
五
々
に
集
ま
っ

た
参
加
者　

名
は
、
夕
食
時
に
顔
を
そ

３６

ろ
え
懇
親
を
深
め
た
。
そ
の
後
、
ホ
テ

ル
の
オ
ー
ナ
ー
赤
沼
健
至
氏
に
よ
る
ア

ル
ペ
ン
ホ
ル
ン
の
演
奏
と
、
山
小
屋
の

オ
ー
ナ
ー
と
し
て
の
自
然
観
、
自
然
を

守
る
た
め
の
取
り
組
み
、
努
力
な
ど
を
、

映
像
を
写
し
な
が
ら
お
話
し
い
た
だ
い

た
。
示
唆
に
富
ん
だ
事
柄
が
多
く
、
姿

勢
を
た
だ
さ
れ
る
思
い
が
し
た
。

　

２
日
目
（
晴
れ
）、
朝
食
後
、
玄
関
前

に
集
合
。
記
念
撮
影
を
し
た
後
、
ス
キ

ー
講
習
組
、
勝
手
組
（
自
由
に
滑
走
を

楽
し
む
）、ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
組
と
分
か
れ

行
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
組
（　

名
）
は
、
赤

１０

沼
氏
な
ど
ガ
イ
ド
２
名
と
ゴ
ン
ド
ラ
を

利
用
し
、
栂
池
自
然
園
を
目
指
す
。
新

雪
の
ル
ー
ト
、
ト
レ
ー
ス
の
あ
る
ル
ー

ト
と
、
巧
み
に
誘
導
さ
れ
て
神
の
田
圃

に
登
っ
た
。
こ
の
足
下
は
湿
原
で
、
夏

の
時
期
に
は
踏
み
込
む
こ
と
の
出
来
な

い
場
所
で
あ
る
。
さ
ら
に
登
り
、
最
終

目
的
地
、
栂
池
自
然
園
に
着
く
。

　

す
で
に　

時
を
回
っ
て
い
た
が
、
風

１２

を
避
け
て
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
を
と
る
た
め

高
度
を
下
げ
て
進
む
。
ド
ー
ン
と
お
腹

に
響
く
音
を
聞
い
た
。
ど
こ
か
で
雪
崩

が
発
生
し
た
の
で
あ
ろ
う
。「
雪
崩
の
音

よ
ね
」
と
前
後
の
人
と
言
葉
を
交
わ
す
。

雪
を
踏
み
固
め
、
周
囲
を
掘
り
下
げ
て

に
わ
か
テ
ー
ブ
ル
が
完
成
。
お
弁
当
は
、

ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ
り
の
サ
ン
ド
イ
ッ

チ
。
や
や
し
て
ホ
ッ
ト
ワ
イ
ン
が
供
さ

れ
、
冷
え
た
体
に
心
地
よ
く
広
が
っ
て

ゆ
く
。な
ん
と
、お
い
し
か
っ
た
こ
と
か
。

　

次
に
用
意
さ
れ
て
い
た
も
の
が
雪
の

滑
り
台
。
標
高
差
６
〜
７
�
も
あ
ろ
う

壁
の
斜
面
を
、
ガ
イ
ド
の
つ
け
た
ト
レ

ー
ス
上
を
お
尻
で
滑
っ
て
降
り
ろ
と
い

う
。
上
手
な
人
、
下
手
な
人
、
そ
れ
ぞ

れ
が
雪
ま
み
れ
に
な
っ
て
、
そ
の
一
瞬

を
楽
し
ん
だ
。

　

夕
食
後
、
再
び
赤
沼
氏
に
よ
り
、
赤

沼
家
の
蔵
か
ら
発
見
さ
れ
た
古
い
フ
ィ

ル
ム
を
編
集
し
た
『
大
正　

年
厳
冬
の

１２

立
山
、
針
ノ
木
越
え
と
薬
師
、
槍
越
え
』

（
羽
田
栄
治
会
員
編
集
）を
見
せ
て
い
た

だ
い
た
。
草
創
期
、
山
を
目
指
し
た
先

達
の
、
豪
壮
で
力
強
く
、
気
概
に
充
ち

あ
ふ
れ
た
姿
勢
と
行
動
力
を
目
に
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
深
い
感
銘
を
受
け
る

時
間
を
過
ご
し
た
。

　

３
日
目
（
曇
り
）、
ス
キ
ー
組
、
ス
ノ

ー
シ
ュ
ー
組
、
自
由
行
動
の
後
、
解
散
。

体
を
動
か
し
た
満
足
と
、
幾
ば
く
か
の

知
識
を
刺
激
さ
れ
た
と
い
う
満
足
が
得

ら
れ
た
楽
し
い
懇
親
会
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
映
像
は　

年
前
の
山
と
人
で
、

８０

７
月
の
土
曜
懇
話
会
で
映
写
さ
れ
る
予

定
だ
と
い
う
。　　
　
　
（
西
村
智
磨
子
）

　

１
月　

日
か
ら
２
月
４
日
、
タ
ス
マ

２７

ニ
ア
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
参
加
し
た
。

こ
の
企
画
は
コ
ジ
オ
ス
コ
登
山
に
続
く

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
シ
リ
ー
ズ
第
二
弾
。

自
然
、
歴
史
、
登
山
に
分
け
て
報
告
す

る
。

　

ま
ず
自
然
。
こ
こ
は
島
の
３
分
の
１

が
世
界
自
然
遺
産
に
指
定
さ
れ
て
い
る

自
然
の
宝
庫
。
ク
レ
イ
ド
ル
・
マ
ウ
ン

テ
ン
・
セ
ン
ト
ク
レ
ア
湖
国
立
公
園
は
、

氷
河
に
削
ら
れ
た
岩
盤
上
に
形
成
さ
れ

た
平
原
状
の
山
岳
地
帯
で
、
多
数
の
氷

河
湖
が
散
在
し
て
い
る
。

　

シ
ン
ボ
ル
と
な
る
ク
レ
イ
ド
ル
山
は
、

１
億
７
０
０
０
万
年
前
の
ジ
ュ
ラ
期
の

粗
粒
玄
武
岩
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
周

囲
は
数
万
年
前
の
姿
を
今
に
残
す
苔
む

し
た
雨
林
に
覆
わ
れ
て
い
て
、
ゴ
ン
ド

ワ
ナ
大
陸
以
来
の
太
古
の
植
物
パ
ン
ダ

集
会
委
員
会
―
―
―
―
―
―
―

栂
池
高
原
ス
キ
ー
懇
親
会

タ
ス
マ
ニ
ア
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

ホテル前で参加者全員の記念撮影
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ニ
や
ユ
ー
カ
リ
、
各
種
パ
イ
ン
や
ブ
ナ
、

ボ
タ
ン
グ
ラ
ス
、
そ
し
て
森
林
限
界
を

越
え
れ
ば
草
原
の
中
に
各
種
高
山
植
物

が
咲
き
乱
れ
る
。
山
上
に
展
開
さ
れ
る

大
プ
ラ
ト
ー
は
日
本
の
山
で
は
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
景
観
。
そ
し
て
野
生
の

動
物
は
多
い
。
ル
ー
ト
を
散
策
し
て
い

る
と
ワ
ラ
ビ
ー
、
ウ
ォ
ン
バ
ッ
ト
、
ポ

ッ
サ
ム
、
ハ
リ
モ
グ
ラ
な
ど
に
よ
く
遭

遇
す
る
。

　

次
に
訪
れ
た
の
は
フ
レ
シ
ネ
半
島
国

立
公
園
。
赤
い
花
崗
岩
の
ロ
ッ
ク
ガ
ー

デ
ン
の
岩
山
か
ら
望
む
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス

ベ
イ
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
の
な
か
で

は
あ
っ
た
が
、
息
を
の
む
美
し
さ
で
あ

っ
た
。

　

最
後
に
訪
れ
た
の
は
マ
ウ
ン
ト
・
フ

ィ
ー
ル
ド
国
立
公
園
。
大
き
な
ユ
ー
カ

リ
の
原
生
林
に
覆
わ
れ
て
い
て
、
倒
れ

た
巨
木
が
苔
む
し
た
な
か
に
は
大
き
な

木
性
シ
ダ
類
に
囲
ま
れ
た
道
が
通
じ
て

い
る
。
１
０
０
�
も
の
ユ
ー
カ
リ
の
巨

木
が
林
立
し
て
い
る
の
に
は
圧
倒
さ
れ

る
。

　

次
に
歴
史
。
こ
の
島
は
入
植
さ
れ
て

２
０
０
年
ほ
ど
。
先
住
民
ア
ボ
リ
ジ
ニ

を
僅
か　

年
ほ
ど
で
絶
滅
さ
せ
て
し
ま

７０

っ
た
。
わ
れ
わ
れ
の
訪
れ
た
ロ
ン
セ
ス

ト
ン
や
ホ
バ
ー
ト
は
、
イ
ギ
リ
ス
以
上

に
イ
ギ
リ
ス
的
と
言
わ
れ
て
い
て
、
ヴ

ィ
ク
ト
リ
ア
様
式
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
様
式

の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
認
定
の
歴
史

的
建
造
物
が
数
多
く
保
存
活
用
さ
れ
て

い
る
。
１
８
３
６
年
夏
、
こ
の
島
を
ヒ

ッ
ツ
・
ロ
イ
艦
長
の
ビ
ー
グ
ル
号
で
訪

れ
た
ダ
ー
ウ
イ
ン
は
、
当
時
の
島
の
様

子
を
生
き
生
き
と
伝
え
て
い
る
。

　

最
後
に
１
５
４
５
�
の
ク
レ
イ
ド
ル

山
登
山
。
プ
ラ
ト
ー
上
に
聳
え
る
岩
峰

の
登
攀
と
な
る
。
ル
ー
ト
グ
レ
ー
ド
は

Ⅱ
級
ほ
ど
。
最
も
難
し
い
箇
所
で
Ⅲ
級

ほ
ど
。
柱
状
節
理
の
岩
塊
の
な
か
を
登

っ
て
い
く
わ
け
だ
が
、
フ
リ
ク
シ
ョ
ン

が
よ
く
き
き
、
登
攀
は
さ
し
て
困
難
で

は
な
い
。
平
均
年
齢　

歳
、　

名
の
参

６４

３０

加
者
の
う
ち　

名
が
登
頂
し
た
。

２７

（
田
中
純
夫
）

クレイドル山の登山口ダブ湖で記念撮影

科
学
委
員
会
―
―
―
―
―
―
―

フ
ォ
ー
ラ
ム「
登
山
を
楽
し
く

す
る
科
学
」

　

２
月　

日
、
日
本
工
業
大
学
神
田
キ

２８

ャ
ン
パ
ス（
多
目
的
ホ
ー
ル
）に
お
い
て
、

科
学
委
員
会
主
催
フ
ォ
ー
ラ
ム「
登
山

を
楽
し
く
す
る
科
学
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

２
０
０
人
近
い
申
込
み
者
が
殺
到
し
、

会
場
が
狭
い
た
め
日
本
山
岳
会
会
員
の

方
は
、
３
月　

日
に
再
度
ル
ー
ム
で
行

２８

な
う
こ
と
に
し
て
そ
ち
ら
に
ま
わ
っ
て

い
た
だ
い
た
。
そ
れ
で
も
委
員
は
別
に

し
て
１
０
０
人
を
超
え
る
方
々
に
ご
参

加
い
た
だ
い
た
。
お
断
り
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
方
々
に
は
申
し
訳
な
か
っ
た

と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
来
年
か
ら

は
会
場
の
選
択
に
意
を
用
い
る
必
要
が

あ
る
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。

　

米
倉
久
邦
委
員
の
総
合
司
会
に
よ
っ

て
始
ま
っ
た
。　

講
演
は
６
題
。
①「
山

で
雷
に
あ
っ
た
ら
」
芳
野
赳
夫
委
員
、

②
「
ハ
チ
・
ヒ
ル
等
の
対
策
」
北
野
忠

彦
委
員
、
③
「
腹
式
呼
吸
」
松
浦
祥
次

郎
委
員
、
④
「
快
適
な
衣
類
」
織
方
郁

映
委
員
、
⑤
「
ス
ト
ッ
ク
で
楽
に
登
る
」

箕
岡
三
穂
委
員
、
⑥
「
山
の
植
物
学
」

石
井
誠
治
委
員
で
あ
っ
た
。
必
ず
し
も

全
員
が
そ
の
道
の
専
門
家
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
の
だ
が
、
よ
く
調
べ
て
き
て

要
領
よ
く
ま
と
め
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

ま
た
、
会
場
か
ら
も
多
数
の
発
言
が

あ
り
、
討
論
会
と
い
う
性
格
に
し
た
い

と
い
う
当
初
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
で
き
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、
講

演
抄
録
を
順
次
『
山
』
に
掲
載
し
て
ほ

し
い
く
ら
い
で
あ
る
。

　

な
か
で
も
「
避
雷
対
策
」
は
専
門
家

の
意
見
と
し
て
、
周
知
で
き
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。「
ハ
チ
・
ヒ
ル
等
対
策
」で

は
、
ダ
ニ
が
媒
介
す
る
病
気
が
あ
る
こ

と
、
ハ
チ
は
相
手
を
刺
激
し
な
い
こ
と
、

ヒ
ル
に
は
塩
水
ス
プ
レ
ー
が
有
効
な
ど

実
際
的
な
知
識
が
披
露
さ
れ
た
。「
腹
式

呼
吸
」
の
演
者
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
５
０

０
０
�
級
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で
動
脈
の

酸
素
飽
和
濃
度
が
ほ
と
ん
ど
毎
日　

㌫
９０

を
超
え
る
効
果
が
あ
っ
た
と
語
っ
た
。

「
快
適
な
衣
類
」
で
は
、
速
乾
性
素
材
、

ゴ
ア
テ
ッ
ク
ス
の
有
効
性
と
そ
の
理
論

が
示
さ
れ
た
。「
ス
ト
ッ
ク
で
楽
に
登

る
」
で
は
、
歩
行
に
関
与
す
る
筋
の
話
、

筋
収
縮
の
理
論
、
な
ぜ
ス
ト
ッ
ク
を
使

う
と
安
全
に
か
つ
楽
に
登
れ
る
か
と
い

う
話
題
が
提
供
さ
れ
た
。

　

最
後
に
石
井
氏
が
ハ
イ
マ
ツ
と
カ
ラ

マ
ツ
の
話
を
さ
れ
て
会
場
は
盛
り
上
が

っ
た
。
委
員
は
立
ち
っ
ぱ
な
し
で
ご
苦

労
で
あ
っ
た
が
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
大
盛

会
で
あ
っ
た
。　　
　
　
　
（
箕
岡
三
穂
）
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支
部 

だ
よ
り 

全国各地の支部から、
それぞれの活動状況を、
北から南へとリポート
します。 

　

首
都
圏
三
支
部
の
第
２
回
懇
談
会
が
、

２
月
７
〜
８
日
に
千
葉
県
南
房
総
市
で

開
催
さ
れ
た
。
２
０
０
７
年
、
ほ
ぼ
同

時
期
に
設
立
さ
れ
た
栃
木
・
茨
城
・
千

葉
三
支
部
が
懇
親
を
深
め
連
携
し
て
支

部
活
動
を
推
進
し
よ
う
と
の
趣
旨
で
、

第
１
回
懇
談
会
は
昨
年
２
月
、
栃
木
県

日
光
湯
元
で
開
催
さ
れ
た
。

　

今
年
の
会
場
は
海
水
浴
場
で
有
名
な

岩
井
海
岸
に
接
し
、
背
後
に
千
葉
の
名

山 
富  
山 
を
望
む
民
宿
治
郎
吉
で
あ
る
。

と
み 
さ
ん

栃
木
支
部　

名
、
茨
城
支
部
８
名
、
千

１１

葉
支
部　

名
、
そ
し
て
本
部
よ
り
神
崎

２８

忠
男
副
会
長
の
計　

名
と
多
く
の
参
加

４８

者
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
　

時
よ
り
懇
談
会
を
開
催
。
神
崎
副

１６
会
長
よ
り
山
岳
会
の
現
況
、
そ
し
て
首

都
圏
の
支
部
に
対
す
る
期
待
が
述
べ
ら

れ
た
。
次
に
各
支
部
よ
り
設
立
後
今
ま

で
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ

た
。　

時
よ
り
の
懇
親
会
は
、
伊
勢
エ

１８

ビ
、
ア
ワ
ビ
、
新
鮮
な
魚
貝
の
舟
盛
り

で
海
辺
の
宿
の
料
理
を
楽
し
み
な
が
ら

支
部
同
士
の
新
し
い
出
会
い
の
場
と
し

て
盛
り
あ
が
っ
た
。

　

翌
８
日
は
、
富
山
、
鋸
山
登
山
、
鋸

山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
の
散
策
コ
ー
ス
と

３
パ
ー
テ
ィ
に
分
か
れ
房
総
の
山
歩
き

を
楽
し
ん
だ
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
各

支
部
の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
共
同
事
業

栃
木
・
茨
城
・
千
葉
支
部

第
２
回
三
支
部
合
同
懇
談
会

も
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

次
回
担
当
は
茨
城
支
部
に
お
願
い
し
て

再
会
を
約
束
し
た
。

（
千
葉
支
部　

篠
� 
仁
）

　

福
岡
支
部
で
は
、
こ
れ
ま
で
会
員
を

対
象
に
「
新
年
の
つ
ど
い
」
を
行
な
っ

て
い
た
が
、
今
回
、
日
本
山
岳
会
の
枠

を
外
し
、
地
域
の
登
山
関
係
団
体
や
一

般
の
登
山
愛
好
家
に
も
呼
び
か
け
、「
岳

人
の
つ
ど
い
」
と
し
て
講
演
会
と
懇
親

会
を
１
月　

日
に
開
催
し
た
。
講
演
会

１７

参
加
者
は　

名
（
会
員　

名
、
一
般　

９５

４６

４９

名
）、
懇
親
会
参
加
者
は　

名
（
会
員　

５２

３８

名
、
一
般　

名
）
で
あ
っ
た
。

１４

　

講
演
者
に
は
石
川
富
康
氏
を
お
迎
え

し
、「
美
し
き
７
つ
の
峰
」
を
テ
ー
マ
に

お
話
し
い
た
だ
い
た
。
氏
は
世
界
最
高

齢
の
七
大
陸
最
高
峰
登
頂
者
で
、
愛
知

県
山
岳
連
盟
会
長
で
も
あ
る
。
講
演
は

多
く
の
ス
ラ
イ
ド
を
駆
使
し
な
が
ら
行

な
わ
れ
、
な
ぜ
七
大
陸
の
最
高
峰
を
目

指
し
た
の
か
、
そ
の
登
山
中
の
体
験
談

な
ど
が
語
ら
れ
た
。

　

氏
は　

歳
を
過
ぎ
て
８
０
０
０
�
峰

５０

を
意
識
し
は
じ
め
た
と
い
う
。
チ
ョ
・

オ
ユ
ー
を
皮
切
り
に
、
４
座
を
た
て
続

け
に
登
ら
れ
て
い
る
。
エ
ベ
レ
ス
ト
登

頂
は
１
９
９
４
年
、　

歳
の
時
で
あ
っ

５７

た
。
当
時
、
日
本
人
最
高
齢
で
の
登
頂

で
あ
っ
た
。
そ
の
頃
は
、
８
０
０
０
�

　

座
す
べ
て
の
登
頂
を
目
指
し
て
い
た

１４と
い
う
。
だ
が
２
０
０
２
年
、　

歳
で

６５

２
度
目
の
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
へ
の
挑
戦
で
、

高
所
登
山
を
続
け
る
自
信
を
失
っ
て
し

ま
っ
た
。
そ
の
後
、
次
の
目
標
を
七
大

陸
最
高
峰
の
登
頂
に
切
り
替
え
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　

美
し
い
山
々
の
ス
ラ
イ
ド
と
登
頂
体

験
談
は
、
氏
の
山
へ
の
熱
い
思
い
も
加

わ
り
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

歳
で
新
た
な
目
標
を
掲
げ
、
七
大
陸

６５の
最
高
峰
を
目
指
し
て
登
り
は
じ
め
、

三支部の支部員が登った。富山山頂で

福
岡
支
部

「
岳
人
の
つ
ど
い
」開
催

「美しき７つの峰」をテーマに話された石川氏
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エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
で
一
緒
だ
っ
た
愛
知

学
院
大
学
隊
の
仲
間
か
ら
花
束
の
贈
呈

や
、
東
九
州
支
部
及
び
北
九
州
支
部
か

ら
参
加
さ
れ
た
会
員
の
紹
介
や
活
動
報

告
な
ど
も
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
福
岡
山
の
会
、
九
州
大
学
山

岳
会
、
福
岡
大
学
山
岳
会
、
九
州
登
山

情
報
セ
ン
タ
ー
、
山
の
ト
イ
レ
・
環
境

を
考
え
る
福
岡
県
協
議
会
な
ど
、
参
加

さ
れ
た
団
体
の
会
員
か
ら
挨
拶
を
い
た

だ
い
た
。

　

懇
親
会
は
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
進

み
、
深
田
顧
問
の
博
多
弁
を
交
え
た
締

め
く
く
り
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
盛

会
裏
に
終
了
し
た
。

（
酒
匂
輝
昌
）

　

歳
を
過
ぎ
て
成
し
遂
げ
ら
れ
た
。
登

７０頂
の
成
功
は
氏
の
優
れ
た
気
力
・
体
力

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
何
よ
り
も
強
い

意
思
の
賜
物
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
に

会
場
の
中
高
年
登
山
者
の
方
々
は
、
大

い
に
力
づ
け
ら
れ
、
刺
激
を
受
け
た
こ

と
と
思
う
。

　

ま
た
、
酸
素
使
用
に
対
す
る
考
え
方
、

入
山
料
の
こ
と
な
ど
、
こ
れ
か
ら
高
所

登
山
や
海
外
登
山
を
計
画
す
る
人
に
役

に
た
つ
有
意
義
な
講
演
会
に
な
っ
た
。

　

懇
親
会
は
、
会
場
を
近
く
の
平
和
楼

に
移
し
て
行
な
わ
れ
た
。
支
部
長
挨
拶

の
あ
と
、
福
岡
県
山
岳
連
盟
会
長
・
足

達
敏
則
氏
の
乾
杯
の
音
頭
で
宴
が
は
じ

ま
っ
た
。
会
食
の
合
間
に
は
、
最
初
の

平成２１年度「海外登山基金助成登山計画（秋冬季分）」募集

日本山岳会海外登山基金審査委員会

　日本山岳会は登山界の活性化を目指して優れた海外登山計画に対して「海外登山基金」による助成を行なってい
ます。
　第２１回目となる平成２１年度は、年２回に分けて、今回は秋冬季分の募集を行ないます。困難を求めての挑戦、発
想の新しさ、夢多い計画などユニークな登山計画を支援したい、と考えています。
　登山には多様なスタイルと発想があるはずです。ピークを目指すだけの登山ではなく、新しい課題に挑戦してい
く意欲も大切なことでしょう。パイオニア精神にあふれるさまざまなジャンルの計画であれば歓迎したい、と考え
ます。会員資格や単独、パーティなどの条件は問いません。奮ってご応募ください。

記
�対象　平成２１年８月１日～平成２２年１月末に海外の山へ出発する登山隊
�申込方法　所定の様式（事務局にご請求ください）に記入し、登山計画書（１５通）を添えて申請してください。
�申込締切　平成２１年６月１５日
�審査と助成期間　平成２１年６月中に審査、７月の理事会で決定、助成。なお、対象となった登山隊は後日、登山
報告書の提出を必ずお願いします。ＪＡＣ会報『山』に掲載します。
�２０年度助成対象登山隊（総額１２０万円）

�問合・申込先　日本山岳会事務局　電話０３－３２６１－４４３３

１）GIRIGIRI BOYS ロールワリン登山隊２００９
　　カン・クルー東壁６３２０�（未踏）、クワンデ北壁６１８７�
　　期間＝２００９年１１月上旬～１２月下旬
２）JAPAN Gaurisankar ７１３４� EXP２００９
　　ガウリシャンカール東壁７１３４�（未踏）
　　期間＝２００９年１０月～１１月

３）信州大学６０周年記念事業ペリヒマール登山隊
　　①ヒムジュン７０９２�～ヒムルンヒマール７１２６�縦走
　　②ネムジュン７１３９�北西壁（未踏）
　　期間＝２００９年９月上旬～１１月中旬
４）team WASABI カヒルトナ・デナリ登山隊
　　カヒルトナピーク～カシンリッジ～デナリ
　　期間＝２００９年４月下旬～６月上旬
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１
９
９
０
年
か
ら
２
年
間
に
わ
た
り

雑
誌
『
岳
人
』
に
連
載
さ
れ
た
「
岳
人

岳
書
録
」
を
集
成
し
た
、
雁
部
貞
夫
氏

に
よ
る
山
の
本
を
め
ぐ
る
エ
ッ
セ
イ
集
。

「
山
」
と
「
本
」
と
「
酒
」
と
を
愛
し
た

上
田
哲
農
、
安
川
茂
雄
の
両
氏
に
捧
げ

ら
れ
、
上
田
画
伯
の
山
の
絵
が
表
紙
の

裝
画
に
な
っ
て
い
る
。

　

日
本
の
山
岳
界
に
名
を
連
ね
る　

名
７４

の
先
人
た
ち
と
そ
の
著
作
を
取
り
上
げ
、

人
名
別
・
五
十
音
順
に
紹
介
し
て
い
る

が
、
山
岳
書
に
つ
い
て
の
「
辞
書
」
を

意
図
し
た
も
の
で
は
な
く
、
意
の
赴
く

ま
ま
に
記
し
た
エ
ッ
セ
イ
と
し
て
読
ん

で
ほ
し
い
と
、
著
者
自
ら
断
っ
て
い
る
。

「
山
の
魅
力
に
と
ら
わ
れ
た
人
は
、た
だ

登
る
だ
け
で
満
足
せ
ず
、
山
の
本
を
愛

読
す
る
」
と
い
う
深
田
久
弥
の
言
葉
を

引
い
て
、
山
と
山
の
本
と
の
不
可
分
な

関
係
を
改
め
て
確
認
す
る
こ
と
か
ら
始

ま
り
、「
筆
者
の
好
み
と
関
心
の
度
合

い
」
に
よ
り
選
ば
れ
た
人
と
作
品
を
相

手
に
、
味
わ
い
豊
か
な
読
書
談
義
が
繰

り
広
げ
ら
れ
て
、
読
者
を
山
岳
書
の
世

界
に
い
ざ
な
う
。

　

日
本
の
山
岳
文
化
を
培
っ
て
き
た
そ

れ
ら
の
著
者
た
ち
と
筆
者
と
が
共
に
取

り
交
わ
す
「
自
由
な
即
興
演
奏
」
の
趣

き
を
楽
し
む
こ
と
が
本
書
の
魅
力
だ
が
、

そ
う
し
た
興
趣
に
み
ち
た
対
話
が
展
開

さ
れ
る
な
か
で
、「
山
岳
界
の
常
識
や
先

行
書
の
見
解
と
意
見
を
異
に
す
る
点
」

が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深

い
。

　

そ
の
例
と
し
て
「
浦
松
佐
美
太
郎
」

の
項
目
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
浦
松
の
文

章
に
潜
む
「
ひ
よ
わ
さ
」
に
つ
い
て
の

評
価
に
対
し
て
、
筆
者
は
、「
そ
れ
と
は

逆
に
、
彼
の
文
章
は
強
い
神
経
と
、
よ

く
抑
制
の
効
い
た
お
と
な
の
文
章
と
い

う
べ
き
」
と
し
て
、
異
な
っ
た
見
解
を

提
示
す
る
。
こ
こ
に
は
、
表
現
上
の
メ

デ
ィ
ア
と
し
て
の
文
章
と
、
第
二
次
世

界
大
戦
勃
発
と
い
う
、
そ
の
表
現
を
成

立
さ
せ
る
場
と
し
て
の
同
時
代
的
状
況

世
界
と
の
か
か
わ
り
に
ま
で
及
ぶ
議
論

を
予
感
さ
せ
る
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る

だ
ろ
う
。

　

本
書
の
短
い
叙
述
の
範
囲
で
は
そ
こ

ま
で
説
き
進
ん
で
い
な
い
と
は
い
え
、

そ
う
し
た
予
感
を
感
じ
さ
せ
る
だ
け
で

も
、
読
者
に
と
っ
て
は
、
文
章
を
読
み

な
が
ら
み
ず
か
ら
も
談
論
に
参
加
す
る

と
い
う
、
読
書
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
充

分
に
味
あ
わ
せ
て
も
ら
え
る
も
の
だ
。

　

し
か
も
、
そ
の
よ
う
な
、
筆
者
な
り

の
主
観
を
反
映
す
る
部
分
で
あ
っ
て
も
、

同
時
に
そ
こ
で
は
、
し
っ
か
り
と
「
日

本
の
山
岳
界
の
歴
史
の
流
れ
」
が
意
識

さ
れ
て
お
り
、
か
つ
筆
者
の
山
に
関
す

る
該
博
な
知
識
と
深
い
実
践
経
験
が
あ

っ
て
、
そ
れ
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

「
あ
と
が
き
」
の
最
後
に
、
筆
者
は
、

上
記
両
氏
に
対
す
る
献
辞
を
記
し
つ
つ

「
か
つ
て
の
談
論
風
発
し
た
宵
々
が
限

り
な
く
懐
か
し
い
」
と
結
ん
で
い
る
が
、

ま
さ
に
本
書
自
体
が
、
そ
の
よ
う
な
談

論
の
さ
ま
を
演
じ
だ
そ
う
と
す
る
も
の

に
ほ
か
な
る
ま
い
。
そ
れ
は
、
本
書
に

登
場
す
る
著
者
の
多
く
が
筆
者
と
は
直

接
交
流
す
る
機
会
を
も
っ
た
人
た
ち
で

あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
筆
者
の
心
の
中

で
は
、
そ
の
場
と
な
っ
た
日
本
山
岳
会

の
ル
ー
ム
で
の
交
歓
の
情
景
と
重
な
り

合
う
も
の
で
あ
る
に
相
違
な
く
、
そ
こ

に
、
山
岳
会
に
対
す
る
深
い
想
い
を
読

み
と
る
こ
と
も
で
き
る
は
ず
だ
ろ
う
。

（
飯
田
年
穗
）

　

創
立　

周
年
を
迎
え
た
の
を
機
に
南

５０

会
津
山
の
会
が
発
行
し
た
記
念
誌
。
こ

の
山
の
会
に
は
『
い
ろ
り
ば
た
』
と
い

う
会
報
が
あ
っ
て
滋
味
あ
る
内
容
で
知

ら
れ
て
い
た
が
、
こ
ち
ら
は
休
刊
中
で

現
在
は
会
員
通
信
の
み
発
行
だ
と
い
う
。

し
た
が
っ
て
正
式
の
会
報
の
発
行
は
久

し
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
る
。

　

会
の
創
設
は
昭
和　

（
１
９
５
８
）

３３

雁
部
貞
夫
・
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
山
の
ひ
と
山
の
本
―
―
岳
人
岳
書

録
』

２００８年１２月
木犀社刊
四六変型判　２８６�
定価　２６２５円

図
書
紹
介 

山
田
哲
郎
、
他
・
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
南
会
津
―
南
会
津
山
の
会
創
立　

周
５０

年
記
念
誌
』

２００８年１０月
南会津山の会発行
Ａ５判　１４３�
頒価　１５００円
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囲
炉
裏
に
大
き
な
ほ
た
木
を
継
ぎ
足
し

山
談
義
を
続
け
よ
う
で
は
な
い
か
。

（
松
家　
晋
）

　

創
立　

年
を
迎
え
た「The

H
im
ala

‐ 

８０
yan
C
lub

」
の
機
関
誌
で
あ
る
。
ヒ
マ

ラ
ヤ
高
峰
登
山
情
報
誌
だ
っ
た
本
誌
は
、

　

年
号
か
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
文
化
・
科
学
誌

０７に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。　

年
号
も
約

０８

３
分
の
２
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
史
を
含
む

文
化
と
科
学
関
係
に
費
や
し
て
い
る
。

今
日
の
イ
ン
ド
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
は
以

前
に
比
べ
て
高
所
登
山
や
探
検
的
な
意

義
が
薄
れ
て
き
た
こ
と
は
事
実
だ
ろ
う
。

　

冒
頭
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
・
ク
ラ
ブ
創
立

　

年
祝
賀
会
の
様
子
を
記
し
て
い
る
。

８０会
長
挨
拶
の
な
か
で
、
イ
ン
ド
人
ク
ラ

イ
マ
ー
の
実
力
養
成
を
働
き
か
け
、
イ

ン
ド
人
だ
け
で
ヒ
マ
ラ
ヤ
や
ア
ル
プ
ス

の
難
峰
に
登
頂
で
き
る
日
の
近
い
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
ネ

パ
ー
ル
や
中
国
で
も
海
外
か
ら
の
登
山

年
、
一
地
方
に
誕
生
し
た
山
の
会
で
あ

る
が
、
ま
こ
と
に
永
い
歩
み
を
続
け
て

き
た
も
の
で
あ
る
。

　

南
会
津
山
の
会
と
い
え
ば
、
そ
の
風

土
と
一
体
と
な
っ
て
醸
す
独
特
の
山
の

雰
囲
気
で
あ
ろ
う
。「
囲
炉
裏
、
ラ
ン
プ
、

山
の
湯
、
民
話
、
熊
狩
り
、
峠
、
湿
原
、

岩
清
水
、
木
地
師
、
鉈
目
、
や
ぶ
こ
ぎ

等
々
」
ど
の
一
つ
を
と
っ
て
も
山
を
愛

す
る
人
達
の
素
朴
な
心
を
温
め
て
く
れ

る
言
葉
だ
。
南
会
津
の
山
々
に
は
そ
の

背
景
や
素
材
が
豊
か
で
あ
る
。
都
会
の

人
士
を
は
じ
め
多
く
の
人
々
を
魅
了
す

る
所
以
で
も
あ
る
。

　

本
誌
は
創
立　

周
年
の
記
念
誌
で
あ

５０

る
が
、
回
顧
的
な
部
分
は
最
小
限
に
留

め
、
久
し
ぶ
り
に
会
員
の
新
鮮
な
文
章

や
写
真
で
南
会
津
の
山
々
の
香
り
を
伝

え
て
く
れ
た
の
は
う
れ
し
い
。

　

本
誌
刊
行
を
目
前
に
逝
去
さ
れ
た
川

崎
精
雄
氏
に
つ
い
て
の
企
画
は
時
機
を

得
た
よ
い
企
画
だ
っ
た
と
思
う
。
古
い

話
を
も
う
少
し
聞
き
出
し
て
お
く
べ
き

だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
南
会
津
の

山
々
の
先
人
で
あ
っ
た
だ
け
に
惜
し
ま

れ
る
。

　

時
の
流
れ
と
と
も
に
南
会
津
を
取
り

巻
く
環
境
の
変
化
は
著
し
い
。
し
か
し

そ
こ
に
共
通
の
心
の
ふ
る
さ
と
を
求
め

る
人
達
を
失
う
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

者
に
複
雑
な
手
続
き
も
な
く
登
山
を
許

可
し
て
い
る
昨
今
、
イ
ン
ド
の
入
国
と

登
山
許
可
取
得
が
煩
雑
な
上
に
、
許
可

取
得
に
時
間
が
か
か
り
過
ぎ
て
い
る
。

こ
の
手
続
き
を
簡
素
化
し
て
ほ
し
い
と

述
べ
て
い
る
。

　

本
編
は
創
立　

年
記
念
祝
賀
会
で
の

８０

講
演
録
、『T

he
E
arly

Y
ears

』
と

『Travels
in
the
Lesser

H
im
alaya

』

の
２
点
を
転
載
し
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の

回
想
か
ら
始
ま
る
。
続
い
てThe

H
im

alayan
C
lub
atEighty

と
し
て
、　

年
８０

史
を
ま
と
め
て
い
る
。
ほ
か
に
ヒ
ラ
リ

ー
卿
の
思
い
出
、
ソ
ロ
・
ク
ー
ン
ブ
地

方
の
低
地
出
身
ポ
ー
タ
ー
の
問
題
点
、

高
所
領
域
の
パ
イ
オ
ニ
ア
、
英
国
山
岳

会
の
１
５
０
年
、そ
し
て
マ
モ
ス
ト
ン
・

カ
ン
リ
登
頂
や
遠
隔
地
の
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
の
報
告
な
ど　

点
あ
る
が
、
な
か
で

１８

もTravels
in
the
W
orld

ofF.K
ing

don

‐ W
ard

が
目
を
引
く
。

　

遠
征
欄
で
は　

点
の
な
か
に「
ヤ
ル
・

１０

ツ
ァ
ン
ポ
源
流
の
山
」、「
チ
ベ
ッ
ト
側

の
紅
旗
峰
」、「
ア
タ
氷
河
踏
査
」、「
マ

ア
ン
初
登
頂
」
と
４
点
の
邦
人
に
よ
る

最
新
情
報
が
際
立
つ
。

　

書
評
は
１
９
５
４
年
、
Ｋ
２
に
初
登

頂
し
た
イ
タ
リ
ア
隊
々
員
間
の
醜
聞
極

ま
り
な
い
噂
を
、　

年
間
の
沈
黙
を
破

５０

っ
て
成
文
化
し
た
�Ｋ

２
―The

Price

H
a
ris
h
K
a
p
a
d
ia

 
 
   
 
  
 
 
 
 
  
・
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『The
H
im
alayan

Journal

     
  
               ２００８

Vol.64

（      
）』

２００８年
The Himalayan Club 
発行
A５変形判　３０６�

O
fConquest.

�、
エ
ベ
レ
ス
ト
公
募
隊

の
実
態
を
暴
い
た
�D

ark
Sum
m
it

�

な
ど　

点
。

１４

　

フ
ィ
ル
ム
で
は
印
パ
紛
争
で
汚
れ
た

氷
河 
�Siachen

�
と
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
ク

ラ
ブ
の　

年
を
語
る�Eighty

Years
O

８０

n
Top

�の
２
点
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ

し
て
ヒ
ラ
リ
ー
卿
追
悼
へ
と
続
く
。

（
南
井
英
弘
）
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会 

務 

報 

告 

平
成　

年
度
第　

回（
２
月
度
）理
事
会

２０

１０

日
時　

平
成　

年
２
月　

日　
　

時　

２１

１２

１８

３０

分
〜　

時
２１

場
所　

日
本
山
岳
会
集
会
室

【
出
席
者
】　

宮
下
会
長
、
神
崎
副
会
長
、

宮
崎
・
吉
永
・
成
川
各
常
務
理

事
、
斎
藤
・
藤
井
・
石
橋
・
古

野
・
太
田
・
堀
井
・
相
馬
・
山

川
・
岡
部
各
理
事
、
深
川
・
竹

中
各
監
事
、
河
野
・
近
藤
各
常

任
評
議
員
、
神
長
会
報
編
集
委

員
長

【
委
任
】
鯵
坂
副
会
長

【
欠
席
】
日
下
田
常
任
評
議
員

【
審
議
事
項
】

１
・
平
成　

年
度
海
外
登
山
基
金
審
査

２０

報
告
（
古
野
）

　

１
月　

日
、
海
外
登
山
基
金
審
査
会

２８

が
開
催
さ
れ
、
今
季
応
募
の
６
隊
の
う

ち
以
下
の
４
隊
を
助
成
対
象
と
し
て
推

薦
す
る
。
な
お
助
成
金
は
各
隊　

万
円
、

３０

総
額
１
２
０
万
円
と
す
る
。

①G
IRIG
IRIB

O
YS

ロ
ー
ル
ワ
リ
ン
登

山
隊
２
０
０
９

②JAPAN
G
aurisankar  

７
１
３
４
�

E
X
P
・
２
０
０
９ 　

③
信
州
大
学　

周
年
記
念
事
業
ペ
リ
ヒ

６０

マ
ー
ル
登
山
隊　

④team
W
ASAB

I

カ
ヒ
ル
ト
ナ
・
デ
ナ

リ
登
山
隊

　

ま
た
、
来
年
度
は
海
外
登
山
基
金
審

査
を
年
２
回
に
分
け
て
行
な
い
た
い
。

（
承
認
）

２
・「
高
尾
の
森
づ
く
り
の
会
」
活
動
に

つ
い
て
順
守
・
改
善
指
示
（
宮
崎
）

　

山
岳
会
の
運
営
管
理
に
支
障
の
あ
る

箇
所
の
順
守
・
改
善
を
文
書
で
指
示
す

る
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
承
認
）

【
報
告
事
項
】

１
・
支
部
事
務
局
担
当
者
会
議
報
告（
神

崎
）

　

２
月
７
日
〜
８
日
開
催
さ
れ
、
支
部

か
ら
主
と
し
て
平
成　

年
度
の
支
部
事

２１

業
計
画
・
予
算
の
説
明
を
、
本
部
か
ら

法
人
改
革
進
捗
状
況
、
支
部
助
成
金
の

取
り
扱
い
等
に
つ
い
て
説
明
・
報
告
が

行
な
わ
れ
た
。

２
・
公
益
法
人
制
度
と
日
本
山
岳
会
の

検
討
課
題
（
吉
永
）

　

公
益
法
人
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

（
委
員
長　

竹
内
哲
夫
）作
成
の
報
告
書

「
公
益
法
人
制
度
と
日
本
山
岳
会
の
検

討
課
題
」
を
ふ
ま
え
、
現
状
報
告
と
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
説
明
が
行
な
わ
れ

た
。

３
・（
社
）
東
京
都
山
岳
連
盟
創
立　

周
６０

年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
の
案
内
（
宮
崎
）

　

３
月
７
日
開
催
の
案
内
が
届
い
た
。

宮
下
会
長
と
神
崎
副
会
長
が
出
席
す
る
。

４
・
法
人
改
革
合
同
会
議
に
つ
い
て（
宮

崎
）

　

日
本
山
岳
会
の
法
人
改
革
に
向
け
た

二
つ
の
チ
ー
ム
「
公
益
法
人
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
と
「
定
款
検
討
委
員

会
」
の
合
同
会
議
が
１
月　

日
に
開
催

２３

さ
れ
た
。

５
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
登
山
道
の
安
全

を
考
え
る
」（
宮
崎
）

　

信
州
大
学
山
岳
科
学
総
合
研
究
所

（
松
本
市
）
か
ら
開
催
（
２
月　

日
）
の

２１

案
内
が
あ
っ
た
。

６
・
２
０
０
８
「
植
村
直
己
冒
険
賞
」

受
賞
者
の
発
表
に
つ
い
て
（
古
野
）

　

今
年
度
の
受
賞
者
は
２
月　

日
に
発

１２

表
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、受
賞（
候

補
）
者
が
辞
退
し
て
い
る
模
様
。

７
・（
財
）
自
然
公
園
財
団
評
議
員
選
出

に
係
る
平
成　

年
度
第
２
回
理
事
会

２０

（
書
面
審
議
）の
結
果
に
つ
い
て（
宮
崎
）

　

宮
下
会
長
が
再
選
さ
れ
た
。
３
月　
１７

日
に
評
議
員
会
開
催
の
案
内
が
あ
っ
た
。

８
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
登
山
を
楽
し
む
た

め
の
科
学
」（
山
川
）

　

科
学
委
員
会
主
催
で
２
月　

日
に
日

２８

本
工
業
大
学
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催

す
る
。

９
・「
ツ
ー
ル
・
ド
・TA

N
IG
A
W
A

―

谷
川
連
峰
ト
レ
ー
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
」
の

件
（
山
川
）

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
群
馬
県
み
な
か
み
町

観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
（
後
援
群
馬
県
、

新
潟
県
な
ど
）
が
６
月　

・　

日
に
計

２７

２８

画
、
開
催
す
る
も
の
。
２
月
６
日
の
山

岳
団
体
自
然
環
境
連
絡
会
に
お
い
て
問

題
提
起
が
あ
り
、
自
然
環
境
、
登
山
者

へ
の
安
全
等
の
影
響
大
き
く
、
実
施
見
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�
会
員
異
動
（
２
月
）

物
故

鳥
居
鉄
也
（
４
４
４
９
）　

･　

･　

０８

１０

１６

田
中
幸
男
（
６
３
８
６
）　

･
１
･　

０９

１６

吉
田　

宏
（
８
０
２
６
）　

･
２
･　

０９

２７

中
山
茂
樹
（
９
７
９
５
）　

･　

･　

０７

１１

２０

山
本　

晃（
１
０
０
０
３
）　

･
１
･　

０９

２４

福
田　

光（
１
０
４
４
９
）　

･
１
･　

０９

２１

志
田
正
美（
１
０
１
２
７
）　

･
２
･　

０９

１５

小
宮
京
子（
１
１
６
６
７
）　

･　

･　

０７

１０

２０

藤
井
正
子（
１
３
０
４
５
）　

･
９
･
２

０８

退
会

神
谷
凡
夫　
（
６
１
２
０
）

中
西　

章　
（
７
８
９
１
）

松
野　

豊　
（
８
７
３
８
）

楠
田
ト
シ
子（
９
４
４
９
）

児
島
実
照　
（
９
６
９
１
）　

宮
崎
支
部

佐
藤
庄
三　
（
１
０
４
０
１
）関
西
支
部

芦
田
裕
之　
（
１
２
７
８
４
）関
西
支
部

神
子
安
雄　
（
１
２
８
２
０
）

高
橋　

勇　
（
１
３
５
８
９
）

９
日　

高
尾
の
森
づ
く
り
の
会　

ア
ル

パ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ　

ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

　

日　

指
導
委
員
会　

九
五
会

１０
　

日　

理
事
会　

山
の
自
然
学
研
究
会

１２
　

日　

海
外
委
員
会　

会
報
委
員
会　

１３

　

会
０１

　

日　

総
務
委
員
会　

資
料
映
像
委
員

１６

会

　

日　

自
然
保
護
委
員
会　

山
岳
研
究

１７

所
運
営
委
員
会　
　

会　

ア

００

ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

　

日　

山
岳
地
理
ク
ラ
ブ　

三
水
会　

１８

山
想
倶
楽
部　

つ
く
も
会

　

日　

科
学
委
員
会

１９
　

日　

学
生
部　

緑
爽
会

２０
　

日　

１
０
１
の
会

２１
　

日　

総
務
委
員
会

２３
　

日　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
小
委
員
会　

２４

自
然
保
護
委
員
会　

千
葉
支

部　

ア
ル
パ
イ
ン
フ
ォ
ト
ビ

デ
オ
ク
ラ
ブ

　

日　

自
然
保
護
委
員
会　

麗
山
会　

２５

ゆ
き
わ
り
会

　

日　

理
事
会　

海
外
委
員
会　

山
遊

２６

会

２
月
来
室
者　

名
５９２

送
り
の
要
請
を
す
べ
き
と
の
意
見
で
一

致
。

　

・
会
計
検
査
院
か
ら
の
資
料
要
求
に

１０つ
い
て
（
吉
永
）

　

参
議
院
か
ら
会
計
検
査
院
、
文
部
科

学
省
経
由
で
特
例
民
法
法
人
の
役
員
・

財
務
に
関
す
る
資
料
要
求
が
あ
っ
た
。

近
日
中
に
回
答
予
定
。

　

・
年
次
晩
餐
会
会
計
報
告
（
吉
永
）

１１
　

出
席
者
総
数
４
６
２
名
、
収
入
６
６

３
万
円
（
４
４
２
名
分
）、
支
出
６
６
６

万
３
３
９
９
円
（
３
万
３
３
９
９
円
の

赤
字
）。

　

・
会
報
『
山
』
２
月
号
編
集
報
告

１２（
神
長
）

�２
日　

総
務
委
員
会

３
日　

図
書
委
員
会　

図
書
管
理
委
員

会　

ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ

ク
ラ
ブ

４
日　

常
務
理
事
会　

集
会
委
員
会　

山
岳
地
理
ク
ラ
ブ

５
日　

総
務
委
員
会　

ア
ル
パ
イ
ン
フ

ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ　

１
０

１
の
会

６
日　

自
然
保
護
委
員
会　

海
外
委
員

会

７
日　

支
部
事
務
局
担
当
者
会
議

2月 2月 

　図書受入報告（2009年２月）
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FI

R

IA

N

MO

NO

インフォメーション 

＊
申
込
者
に
詳
細
を
送
り
ま
す

＊「
支
援
バ
ス
ツ
ア
ー
」も
実
施
し
ま
す

問
合　

近
藤
緑（
�
＆
�
０
３
―

３
３
９

５
―

０
３
２
６

�
hachi

‐ kondo@
nifty.com

）

◆　
第
四
期
私
た
ち
県
民
の 
森  
林 
づ
く

も 

り

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岐
阜
支
部

　

平
成　

年
度
よ
り
岐
阜
県
と
協
働
で

１８

「
県
民
に
よ
る
森
林
づ
く
り
運
動
」
を

展
開
し
て
い
ま
す
。４
回
目
と
な
る「
山

の
日
イ
ベ
ン
ト
」を
、暑
さ
を
避
け
て
５

月
に
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一

般
参
加
者
を
含
め
奮
っ
て
参
加
下
さ
い
。

日
時　

５
月　

日
�
雨
天
順
延（　

日
）

１６

１７

７
時　

分
よ
り

３０

行
事　

県
有
林
で
の
植
林
・
森
の
観
察

会
、
希
望
者
は
小
津
権
現
へ
の

登
山
な
ど

集
合　

岐
阜
県
揖
斐
川
町
藤
橋　

道
の

駅
「
星
の
ふ
る
さ
と
藤
橋
」（
国

道
３
０
３
号
線
）

＊
Ｊ
Ｒ
な
ど
で
の
参
加
者
は
事
前
に
連

絡
い
た
だ
け
ば
送
迎
し
ま
す
（
Ｊ
Ｒ
岐

阜
ま
た
は
大
垣
駅
）

解
散　

道
の
駅　
　

時
頃

１６

費
用　

傷
害
保
険
料
３
０
０
円

問
合  
藤
井
法
道
（
�
０
９
０
―

５
４
５

４
― 
７
０
６
９

�
qqa４６７

u９
k@
tiara.ocn.ne.jp

）

e

e

◆　
地
球
の
脈
動
を
感
じ
る
ア
イ
ス
ラ

ン
ド　

日
の
旅　

山
の
自
然
学
研
究
会

１１

　

プ
レ
ー
ト
と
プ
レ
ー
ト
の
裂
け
目
を

見
ら
れ
る
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
へ
の
旅
で
す
。

ユ
ー
ラ
ス
ツ
ア
ー
ズ（
第　

号
登
録
）に

４９

よ
る
、
現
地
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
付
き
。

期
日　

７
月
５
日
�
〜　

日
�

１５

定
員　
　

名
２０

費
用　
　

万
５
０
０
０
円
（
航
空
割
増

４８燃
料
代
別
）

申
込
・
問
合
は
船
橋
ま
で
（
�
０
４
６

７
―

３
２
―

３
０
１
１

　
　
　

�
akira@

funabashi.to

）

◆　
倉
岡
裕
之
「
世
界
の
高
峰
ガ
イ
ド
登

山
」
報
告
会

e

◆　
平
成　

年
度　

上
高
地
山
研
の
開

２１

所
案
内　
　
　
　
　
　
 山
研
運
営
委
員
会

　

本
年
度
の
開
所
期
間
は
４
月　

日
�

２７

か
ら　

月
６
日
�
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

１１

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
宿
泊
予
約
は
、

F
A
X
ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
事
務
局
ま
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

本
年
度
は
、
皆
さ
ま
が
さ
ら
に
安
心

か
つ
快
適
に
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る

よ
う
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
の
導
入
を
は
じ
め
設
備
の
拡
充
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
山
研
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆　
２
０
０
９
秋
田
自
然
保
護
全
国
集
会

自
然
保
護
委
員
会

　

秋
田
支
部
と
の
共
催
で
開
催
し
ま
す
。

日
程　

６
月　

日
�
〜　

日
�

２０

２１

場
所　

秋
田
市
「
秋
田
温
泉
プ
ラ
ザ
」

（
前
夜
泊
も
可
）

日
程　

�　

日　

集
会
（
支
部
報
告
、

２０
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
東
北
六
支
部
か
ら
の
報
告
と

討
議
」、
懇
親
会
）

　
　
　

�　

日　

フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ

２１
ィ
（
太
平
山
登
山
、
自
然
観
察
）

費
用　

①　

〜　

日
（
２
泊
）
２
万
４

１９

２１

０
０
０
円　

②　

〜　

日
（
１

２０

２１

泊
）
１
万
５
０
０
０
円

申
込　

５
月　

日
ま
で
に
、
①
〜
②
の

１０

区
分
を
明
記
し
川
越
尚
子
宛

（
�　
　

国
分
寺
市
本
多
３
―

１８５‐
００１１

７
―　
　

�
０
４
２
―

３
２
１
―

３１
６
０
５
９

�
kaw
agoejac@

m
ti.biglobe.ne.jp

）

e

『山岳』の発行日  ９月に繰り上げへ
山岳編集員会

　機関誌『山岳』の発行日を従来の１２月
から９月に早めます。登山や会務の報告
を、最も適切なタイミングでお届けする
ためです。このため第百四年（２００９年）
の原稿締め切りは６月末日となります。
出稿をお考えの方は、内容などを早めに
編集委員会に連絡してください。原則と
して、ワープロでの出稿をお願いします。
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――写真と映像の専門美術館としてセンター的役割を担う美術館をめざしています――

　東京都写真美術館は、わが国初めての写真と映像に関する総合的な美術館とし
て、平成７（１９９５）年１月に恵比寿ガーデンプレイス内に総合開館しました。日
本における写真・映像文化の充実と発展を目的として、関係各方面の熱い期待に
応えて、平成２（１９９０）年６月の第一次開館を経て誕生したものです。
　平成１７（２００５）年には開館１０周年を迎え、ミッション「存在感のある美術館運
営」を定めました。写真を愛好する方々のみならず、幅広い方々が来館され、当
館の存在を知っていただくとともに、日本を代表する写真・映像のセンター的役
割を果たし、新たな創造活動の場となることを目指しています。
　そのため当館では、優れた作品の収集と管理、質の高い展覧会企画、社会的な
広がりを実現する教育普及事業、美術館活動の基礎となる調査研究、貴重な資料
を保管し閲覧に供する図書室運営など、各種の事業を多くの方々にご支援をいた
だきながら展開しています。平成２１年度も年間２０本を超える展覧会や、展覧会に
付随した講演会、ワークショップなど多彩な事業を予定し、親しまれる美術館と
して活動してゆきます。ミュージアムショップやカフェも充実しており、展覧会
ご鑑賞のあとの憩いのひとときを過ごせる空間も多くのお客さまからご好評いた
だいています。
　社会状況は時々刻々と変化していきますが、文化・芸術活動に寄せられる期待
は、時代の変遷を経ても変わることはありません。今後とも、美術館の根本的な
使命である、文化の蓄積・継承を通じた社会発展への貢献を果たすために、努力
を積み重ねてまいります。

観覧料　展覧会によって異なる
開館時間　１０：００～１８：００（木・金は２０：
００まで、入館は閉館の３０分前）
休館日　毎週月曜日（休館日が祝祭日の
場合はその翌日）、年末年始
交通機関　JR恵比寿駅東口より徒歩約
７分、東京メトロ日比谷線恵比寿駅より
徒歩約１０分

　

世
界
の
高
峰
で
日
本
人
最
多
の
ガ
イ

ド
経
験
を
も
つ
国
際
山
岳
ガ
イ
ド
の
倉

岡
氏
に
よ
る
高
峰
登
山
の
報
告
会
で
す
。

日
時　

３
月　

日
�　

時
〜

２４

１９

場
所　

東
京
・
代
々
木
の
「
ミ
ウ
ラ
ド

ル
フ
ィ
ン
ズ
」（
�
０
３
―

３
４

０
３
―

２
０
６
１
）

内
容　

昨
年
の
高
峰
ガ
イ
ド
登
山
と
今

後
の
予
定
を
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ

ー
で
報
告
。

費
用　

無
料

問
合
・
申
込　

ウ
ェ
ッ
ク
ト
レ
ッ
ク

　
　
　
（
�
０
３
―

３
４
３
７
―

８
８
４
８

　
　
　

�
０
３
―

３
４
３
７
―

８
８
４
９

�
info@

everest.co.jp

）

e

山の博物館訪問 

平成２１年 集会委員会  山行実施計画及び募集人員
募集人数実　施　内　容 実施時期
２０人第４回　熊野古道（奥駈け前半）６月１０日～１４日

土曜懇話会（ルーム１０４号室）７月１４日
１７人籠ノ塔・水の塔山行７月１５日～１６日
１５人海外（ドロミテ山群）８月１７日～２６日
１５人那須岳・三斗小屋１０月１７日～１８日
２０人山研宿泊　紅葉散策１０月２４日～２５日

晩餐会記念山行１２月６日
３０人スキー＆スノーシュー懇親会１月１５日～１７日
３０人海外（ミャンマー・ヴィクトリア山）１月２０日～２７日
１５人八ヶ岳（赤岳鉱泉ベース）３月１５日～１８日

�集会委員会では、２１年度　１０回の山行を計画しております。
�各山行の詳細に関しましては、実施時期の２カ月前に『山』に掲載
します。
　会員の多数の参加をお持ちします。

�
訂
正
と
お
詫
び

　

２
月
（
７
６
５
）
号
、　

�
２
段
５

１６

行
（
堀
、
成
川
）
は
（
堀
井
、
成
川
）

の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

��
平
成　

年
度
の
第
２
回
通
常
総
会
が
、

２０

３
月　

日
に
開
催
、
そ
の
模
様
を
掲
載

１４

し
ま
し
た
。総
会
の
成
立
は
、現
定
款
で

は
３
分
の
１
の
出
席
で
成
立
し
ま
す
が
、

新
し
い
法
人
制
度
で
は
２
分
の
１
に
な

り
ま
す
。
よ
り
多
く
の
会
員
の
総
意
を

反
映
さ
せ
る
た
め
に
も
、
出
席
で
き
な

い
方
や
遠
方
の
方
は
、
ぜ
ひ
委
任
状
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
今
回
の
総
会
で

も
、
山
岳
会
に
と
っ
て
貴
重
な
財
産
で

あ
る
図
書
室
の
さ
ら
な
る
充
実
を
望
む

意
見
が
な
ど
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
会

員
の
た
め
の
山
岳
会
で
あ
り
、
総
会
で

あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。（
神
長
幹
雄
）

編
集
後
記 




